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２
０
０
４
年
に
旧
松
山
町
で
農
産
物
の

生
産
、
加
工
、
販
売
等
を
行
う
会
社
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
同
社
。
当
時
は
サ
ツ
マ
イ

モ
の
生
産
が
主
で
し
た
が
、
天
候
等
の
影
響

で
収
量
が
安
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
で

は
他
の
作
物
も
生
産
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

バ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
、
宅
配
ピ
ザ
大
手
「
ピ

ザ
ー
ラ
」
で
使
用
さ
れ
る
な
ど
そ
の
味
と
品

質
は
折
り
紙
つ
き
で
す
。

　

加
工
品
に
つ
い
て
は
、
バ
ジ
ル
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
バ
ジ
ル
ソ
ル
ト
や
体
に
い
い
も
の
を

作
り
た
い
と
開
発
し
た
黒
に
ん
に
く
ゼ
リ
ー

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
松
山
、
生
協

コ
ー
プ
志
布
志
店
、
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
も
購
入
可
能
で
す
。
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

有限会社 Ｉ・Ｑファームの

　自家栽培のバジルとにんにくを使
用した香り高いドレッシング。
　サラダだけではもったいない美味
しさです。
　おソバにかけた和風ジェノベーゼ
は簡単、おススメです。

shop data

もくじ 　　　　　　　　　　　　　　　　　  contents

03　しぶしグルメん ’ ｓなび

　　「有限会社 Ｉ・Ｑファーム」  

04　特集　

　　平成26年度  一般会計の決算状況を報告します。

今月の表紙‐ cover photo

31　シリーズ国保

　　「 人間ドック等の助成のお知らせ 」ほか

10　まちの話題

　　「 志エッセイフェスティバル」ほか

16　志布志市体育協会の各種スポーツ団体を紹介します

　　「あなたにぴったりのスポーツをさがそう」

20　マイナンバー通信 №９

　　　「いよいよマイナンバー制度が始まります！」ほか

22　エコ通信

　　「年末年始のごみ回収について」ほか

24　保健師・栄養士メモ

　　「冬を元気に乗りきろう」ほか

26　こころざしブランド通信

　　「アングルを変えて観る」ほか

28　文芸『志』・季・折・々

　　「イルミネーション」

32　もっと身近に！男女共同参画

　　知っ得 !? 年金インフォメーション

33　知ってる？ 消費生活相談

　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

37　市民のひろば

　　「うぶごえ・おくやみ 」

38　市役所からの大事なお知らせ

　　「保育所（園）入所申込みの受付を行います」ほか

42　インフォメーション

　　「募集・お知らせ」

46　市長コラム

　　

30　税の広場

　　「不動産公売会を実施します」ほか

48　暮らしのカレンダー

　11 月 29 日、 有 明 開
田の里公園で開催された
志布志市ふるさとまつり
（12 ページに関連記事掲
載）において、もちつき
ぺったんこ大会が行われ
ました。市内の 5つの小
学校がもちつきで競い合
いました。つきたての餅
は、餅まきやぜんざいで
振る舞われました。
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◆困ったときの連絡先

「もちつきぺったんこ大会
　　　　　～ふるさとまつり～」

志
布
志
の
『
ウ
マ
イ
！
』
を

お
届
け
し
ま
す
。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『 

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
し
、

志
布
志
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『 

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人
に
、
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
て
ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、
そ
ん
な
あ

な
た
に
オ
ス
ス
メ
す
る
一
品
で
す
。

34　市民のひろば

　　「 あたや元気やっど ! 」ほか

23　図書館へ行こう。

　　「今月の新刊」ほか

　
　今月の読者プレゼントは、上でご紹
介しています ( 有 ) Ｉ・Ｑファーム
さんから「バジルドレッシング」を
プレゼント！
　35 ページの「お便り」ハガキを使っ
て、ご応募ください。
　お待ちしています！

今月の読者プレゼント

自家栽培のバジルを 100％使用

黒にんにくも自家栽培
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平
成
26
年
度

一
般
会
計
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　決算とは、市民の皆様が納めた市税や、国・県からの補助金などが

いくら入ってきて、市民の皆様のためにどのように使われたかを整理

した、市の家計簿のようなものです。

　平成26年度の歳入（収入）決算額は200億 2,241万６千円、歳出（支出）

決算額は 194 億 276 万６千円となりました。前年度決算と比較すると、

歳入で 1,909 万２千円、0.1 パーセントの減、歳出で１億 1,473 万円、0.6

パーセントの減となりました。

歳入
200 億 2,241 万６千円
対前年比：－ 1,909 万２千円

（－ 0.1％）

　自主財源は市が自らの意思で収入を得ることができるお金

で、市税、繰入金、使用料などです。平成 26 年度決算の自

主財源総額は 50 億 6,590 万１千円、歳入総額の 25.3％です。

　依存財源は国の意思により交付されたり、割り当てられたり

するお金で、地方交付税や市債などです。平成 26 年度決算の

依存財源総額は149億 5,651万５千円、歳入総額の74.7％です。

決
算
収
支
の
状
況

　

決
算
収
支
は
歳
入
歳
出
差
引
額
で

６
億
１
９
６
５
万
円
、
実
質
収
支
は

４
億
７
９
８
０
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
実
質
収
支
か
ら
前
年

度
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度

収
支
で
は
１
９
４
万
３
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
単
年
度
収
支
に
積
立
金
・

繰
上
償
還
金
を
加
え
、
積
立
金
取
崩

額
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支

で
は
５
８
２
万
７
千
円
の
黒
字
に
な

り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
（
収
入
）
の
う
ち
、
最
も

構
成
比
が
大
き
い
の
は
、
地
方
交

付
税
の
76
億
４
５
５
万
７
千
円
で

38
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
い
で
市
税
の

33
億
５
４
８
６
万
３
千
円
で
16
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
庫
支
出
金
の

27
億
３
２
３
８
万
５
千
円
で
13
・
７

パ
ー
セ
ン
ト
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
状
況

　

歳
出
の
う
ち
最
も
構
成
比
が
大
き

い
の
は
、
民
生
費
の
68
億
３
６
０
７
万

５
千
円
で
35
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
い

で
公
債
費
の
26
億
３
６
４
万
４
千
円
で

13
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
、
総
務
費
の
25

億
９
６
５
０
万
４
千
円
で
13
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
、
教
育
費
の
15
億
８
７

４
６
万
６
千
円
で
８
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、

農
林
水
産
業
費
の
15
億
８
４
３
２
万
５

千
円
で
８
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
土
木
費

の
15
億
３
２
８
１
万
円
で
７
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
状
況

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
特
定
の
収
入
を
特
定
の

支
出
に
充
て
、
一
般
会
計
と
は
別
に

明
瞭
な
収
支
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
特
別
会
計
歳
入
決

算
額
は
98
億
２
２
１
８
万
９
千
円
、

歳
出
決
算
額
は
94
億
27
万
６
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
決
算
と
比
較

し
て
歳
入
が
１
億
２
５
０
０
万
４
千

円
の
増
、
歳
出
が
１
億
３
０
７
０
万

５
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出
194 億 276 万６千円
対前年比：－１億 1,473 万円

（－ 0.6％）

一
番
比
率
の
大
き
い
民
生
費

は
、
子
ど
も
の
医
療
費
や
障

が
い
の
あ
る
方
、
支
援
が
必

要
な
方
の
た
め
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金
だ
よ
！

６億 1,965 万円

1億 3,984 万８千円

４億 7,980 万２千円

① 税外収入：自主財源のうち、市税を除いた
もの。使用料・手数料など。

② 地方交付税：市などが行政サービスを提供
するために、国が一定の基準で配るお金。

③ 国庫支出金・県支出金：市が行う特定の事
業に対して国又は県から交付されたお金。

④ 市債：市が行う事業のために借りたお金で、
返済に１年以上かかるもの。

⑤ その他：地方譲与税、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付
金、地方特例交付金などの合計額。

① 公債費：市債の返済に使われたお金。
② 総務費：市の財産や職員の管理、地域振興、
税金や戸籍の事務に使われたお金。

③ 教育費：市立の小学校や中学校の管理運営、
生涯学習などに使われたお金。

④土木費：道路や市営住宅等に使われたお金。
⑤ 衛生費：ごみの処理や健康増進のために使
われたお金。

⑥ 消防費：消防署（曽於地区消防組合）や市
の消防団のために使われたお金。

⑦ 商工費：商工業や観光、企業誘致のために
使われたお金。

市税の内訳
個人住民税：9億 4,116 万 3千円
法人市民税：2億 9,046 万円
固定資産税：16億 3,612 万 3千円
軽自動車税：1億 305万 2千円
その他の市税等：3億 8,406 万 5千円

（マイナス）

（イコール）
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義務的経費は人件費、
公債費、扶助費で、
支出が制度などによ
り義務付けられてい
るものです。

投資的経費は支出の
効果が今年だけまた
は短期間でなく、将
来に渡って影響する
ものです。

その他の経費は義務的
経費と投資的経費を除
く全てのものです。

義務的経費

① 人件費：市長や市議会議員、職員などの給
与などに使われたお金。
② 公債費：市債（市の借りたお金）の返済に
使われたお金。
③ 扶助費：高齢者や子ども、障がい者などの
福祉のために直接的に使われたお金。
投資的経費

① 普通建設費：道路や橋、学校施設、体育施
設などの建設に使われたお金。
② 災害復旧費：台風などの被害があったもの
を修復するために使われたお金。
その他の経費

① 物件費：消耗品などの購入、印刷物に掛か
る費用、旅費、業務委託料などのうち、上
記に該当しないものに使われたお金。
② 補助費等：各種団体の公益性の高い事業な
どに補助したお金。
③ 維持補修費：公共施設や車両など、市の所
有物の維持や修理に使ったお金。
④ 積立金：市の貯金へ積立てたり株式会社へ
の出資、財団法人等に対する出資金などに
使ったりしたお金。
⑤ その他：特定の事業のためなどに市が貸し
た貸付金、国保や介護などの特別会計に出
した繰出金、緊急やむを得ない支出で、予
算が足りない際に支出する予備費の合計。

現
金
以
外
の
市
の
財
産

　

市
が
保
有
す
る
財
産
は
、
土
地
や
建

物
と
い
っ
た
不
動
産
、
有
価
証
券
、
債

権
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
や
消
防
車
と
い
っ
た
車
両
等
を

財
産
と
し
て
保
有
し
て
い
ま
す
。

現金以外に市が保有する財産

区分 数量及び現在高
土地 12,531,725.35 ㎡　
建物 218,216.66 ㎡　

山林（立木） 287,921.17 ㎥　
有価証券  255,460 千円

出資による権利 108,314 千円
債権 609,441 千円
物品 車両等 194 台　

公
営
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
決
算

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、「
地
方
公
営
企
業
法
」
に
基

づ
き
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
経
営
要

素
が
高
い
事
業
（
水
道
事
業
・
電
気
事
業
・
交
通
事
業
・

ガ
ス
事
業
な
ど
）
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
独
立
か

つ
民
間
的
手
法
で
の
会
計
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収入 決算額

営業収益 525,896     

営業外収益 86,421 

付帯事業収益 3,886 

特別収益 3,818 

計 620,021 

収益的収入及び支出（単位：千円）

支出 決算額

営業費用 493,089 

営業外費用 32,180 

付帯事業費用 111 

予備費 5,223 

計 530,603 

収入 決算額

企業債 0 

工事負担金 23,293

固定資産売却代金 204 

計 23,497 

基本的収入及び支出（単位：千円）

支出 決算額

建設改良費 178,415 

企業債償還金 73,267 

予備費 －

計 251,682

市
の
財
政
を
家
計
に
例
え
る
と
…

　

市
の
決
算
状
況
を
毎
月
の
家
計
の
収
支
に
例
え
る
と
、
左
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

収
入
は
給
与
や
手
当
な
ど
の
月
収
、
親
か
ら
の
仕
送
り
、
借
入
れ
な
ど
の
総
額
で
44
万

７
５
０
円
、
支
出
が
生
活
費
、
ロ
ー
ン
の
返
済
、
医
療
費
な
ど
の
総
額
で
42
万
７
１
１
０

円
で
す
。
収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
１
万
３
６
４
０
円
が
財
布
の
中
に
残
っ
て
い
る

状
況
で
す
が
、
今
月
の
支
払
い
が
終
わ
っ
て
い
な
い
も
の
が
３
０
７
８
円
あ
る
の
で
そ
れ

を
引
い
た
１
万
５
６
２
円
が
今
月
の
黒
字
額
と
な
り
ま
す
。

月収（給料、各種手当など）
親からの仕送り
ローンの借入れ 
資産活用、雑収入など
預金引出し
先月の残り

収入合計：44 万 750 円

生活費（食費、光熱費など）
住宅ローンの返済など
家族の医療費など
子どもへの仕送り
家の増改築、補修など
その他雑費

支出合計：42 万 7,110 円

差額：１万 3,640 円
※ 全国の一世帯あたりの平均所得
月額 44 万 750 円に、志布志市
の一般会計予算額に占める各経
費の割合を乗じ、一般家庭にお
けるそれぞれの経費を算出して
います。（参考：厚生労働省「平
成 26 年国民生活基礎調査」）

差額 13,640 円のうち、今月の支払いが終わっていない

ものが 3,078 円、残額の 10,562 円を翌月に繰り越すよ !

市の積立金と借金は？

　市では、財源不足の時の調整や、将来多額のお金を使うことが発生したときなどに備えて、積立金（基金）を保
有しています。平成 26 年度は積立額が取崩額を上回ったため、積立金の残高は増加しました。
　また、道路や橋の建設・維持補修や、学校や体育施設、防災設備の整備など、多額の費用を必要とする事業を実
施する場合などに借入れをします。なお、この借入れの大部分は、国から交付金として補てんされます。

◆積立金（基金）の状況は？
　財政調整基金：23億 6,555 万９千円
　減債基金　　：３億 8,672 万５千円
　その他基金　：25億 7,912 万７千円

　　　 合計：53 億 3,141 万１千円
( 平成 27 年３月 31 日現在 )

積立金（基金）の残高推移

53 億 3,141 万１千円

40 億 5,634 万 1 千円

49 億 7351 万 4千円

53 億 395 万 2千円
51 億 6,555 万円

◆借入金（市債）の状況は？

　　残 高：241 億 6,677 万５千円
　　志布志市の人口：32,766 人

　　市民一人当たりの借金：約 73万 7千円

( 平成 27 年３月 31 日現在 )

借入金（市債）の推移

平成 26 年度一般会計の決算状況を報告します。
こ
こ
で
は

使
わ
れ
た
お
金
を

そ
の
性
質
ご
と
に
分
け
て

説
明
す
る
よ
！

性
質
別
に
見
た
歳
出
の
状
況

　

歳
出
を
性
質
別
で
ま
と
め
る
と
、
最
も
構
成
比
が
大
き
い
も
の
は
、
扶
助
費
の

41
億
２
３
５
２
万
６
千
円
で
21
・
3
％
、
次
い
で
人
件
費
の
31
億
１
８
０
５
万
円
で

16
・
1
％
、
普
通
建
設
事
業
費
の
29
億
３
２
９
２
万
２
千
円
で
、
15
・
1
％
、
公
債
費

の
26
億
３
６
４
万
４
千
円
で
13
・
4
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

255,635 円
99,169 円
48,482 円
18,952 円
7,052 円
11,460 円

162,302 円
57,233 円
90,974 円
41,003 円
 67,910 円
7,688 円

H22 H23 H24 H25 H26

241 億 6,677 万 5 千円242 億 1,152 万 1 千円

245 億 3,880 万 2 千円

240 億 5,666 万 7 千円

242 億 7,288 万円

H22 H23 H24 H25 H26
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志
布
志
市
の

財
政
は
健
全
で
す
。

〜 

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す 

〜

本庁 財務課 財政係 
℡：474 - 1111（内線 246・247）

「健全化判断比率」とは
地方公共団体の財政状況が健全であるかどうかを判断するため、市の一般会計

等の決算から算定した４つの指標を「健全化判断比率」と呼びます。
　これらには、財政状況の危険度を計る基準（早期健全化基準＝イエローカード

財政再生基準＝レッドカード　　）が定められており、この基準値を超えた場合

は、財政の立て直しに取り組むことになっています。

４つの指標（左の表と併せてご覧ください）
実質赤字比率

　 一般会計のみの赤字の有無を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すものです。こ
の比率が高いほど、財政運営が深刻な状況となります。志布志市では実質赤字は発生
していません。

連結実質赤字比率
　 市のすべての会計を連結して赤字の有無を指標化し、収支が健全かどうかを示すもの
です。志布志市では連結実質赤字は発生していません。

実質公債費比率
　 その年度の歳出に占める公債費（借金）や公債費に準ずるものの割合を指標化し、資
金繰りの程度を示すものです。

将来負担比率
　 一般会計における公債費（借金）や損失補償を行っている第三セクター等に係るものを
含め、市が将来的に支払っていく可能性のある実質的な負債額の割合を示すものです。

「資金不足比率」とは
　公営企業の資金不足（赤字）を料金収入と比較して指標化し、経営状況の悪化

の度合いを示すものです。これは一般会計における実質赤字に相当するものです。

　資金不足比率には、危険度を計る指標として経営健全化基準があります。

　志布志市では、水道事業会計、下水道管理特別会計、公共下水道事業特別会計、

国民宿舎特別会計、工業団地整備事業特別会計のすべての公営企業会計において、

資金不足は発生していません。

 平成 26年度の状況
　志布志市の平成 26 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、早

期健全化基準及び経営健全化基準をすべて下回っています。

　将来負担比率が減少した要因は、将来負担額のうち主に債務負担行為に基づ

く支出予定額が 311,706 千円、退職手当支給予定額に係る一般会計負担見込額

が 384,604 千円減少したことによるものです。

　早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っているものの、志布志市の財政

状況が厳しいことに変わりはありません。これからも行財政改革を推進し、健

全な財政運営を図っていく必要があります。

→ →
指標を整備し、情報開示を徹
底する。

●指標の整備
　→ 監査委員の審査を受け
　　議会に報告し、公表

自主的な改善努力による財政健
全化。

●財政健全化計画の策定
　（議会の議決）
●実施状況を議会に報告し、公表
●外部監査の実施

国等の関与による確実な再生。
●財政再生計画の策定（議会の議決）
●実施状況を議会に報告し、公表
●地方債（借金）の制限
●外部監査の実施
● 財政運営が計画に適合しないと認めら
れる場合等においては、予算の変更等
を勧告

一般会計等

志布志市においては一般会計のみ

公営事業会計

①国民健康保険特別会計
②介護保険特別会計
③後期高齢者医療特別会計

公営企業会計

①水道事業会計
②下水道管理特別会計
③公共下水道事業特別会計
④国民宿舎特別会計
⑤工業団地整備事業特別会計

一部事務組合・広域連合

①大隅曽於地区消防組合

②曽於南部厚生事務組合

③曽於北部衛生処理組合

④鹿児島県市町村総合事務組合

⑤鹿児島県後期高齢者医療広域連合

⑥曽於地区介護保険組合

⑦ 曽於地域公設地方卸売市場管理組合

地方公社・第三セクター等（注）

①志布志市土地開発公社

②曽於東部土地改良区

③曽於南部土地改良区

平成 26 年度　志布志市の健全化判断比率 - - 9.6 64.2 -

早期健全化基準（イエローカード）
※資金不足比率については、経営健全化基準 13.11 18.11 25.0 350.0 20.0

財政再生基準（レッドカード） 20.00 30.0 35.0

平成 25 年度　志布志市の健全化判断比率 - - 9.6 71.7 -

※参考資料（総務省公表速報値）
県内 19 市の平均値 - - 8.8 33.7 -

県内市町村の平均値 - - 8.4 26.1 -

全国市町村の平均値 - - 8.0 45.8 -
（注）：第三セクター等については、出資比率に関わらず志布志市が第三セクター等の債務に損失補償を付している団体を掲載しています。

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

① ② ③ ④
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５

志
エ
ッ
セ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
7
日
と
8
日
、
市
文
化
会
館
で
志
エ
ッ

セ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
は
、
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に
よ
る
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
女
優
の
名
取
裕
子
さ
ん
の
朗
読
会
で
は
、

プ
ロ
の
音
楽
家
の
演
奏
と
共
に
朗
読
し
ま
し
た
。

　

８
日
は
、
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
と
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
入
賞
者
自
身
が
作

品
を
朗
読
し
、
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
入
賞
作
品
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
内
藤
洋
子
さ
ん
の
講
演
会
で

は
、
自
身
の
半
生
を
面
白
く
話
し
、
会
場
に
笑

い
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
日
と
も
市
内
の
各
文
化
芸
術
団
体

に
よ
る
文
化
芸
術
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
山
町
出
身
の
演
出
家
、
松
永
太
郎
氏
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
舞
劇
「
志
の
地
の
物
語
」

で
は
、
志
布
志
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
伝
説

を
生
バ
ン
ド
演
奏
と
と
も
に
演
じ
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
市
内
19
の
飲
食
店
の
ど
ん

ぶ
り
を
楽
し
め
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
や
志
布
志

市
産
の
お
茶
の
振
る
舞
い
、
志
布
志
市
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ
り

　

11
月
14
日
と
15
日
、
松
山
城
山
総
合
公
園
に

お
い
て
「
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
第
27
回

秋
の
陣
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
大
迫
力
の
一
夜
場
が
登
場
し
、
来
場

者
は
そ
の
本
物
そ
っ
く
り
の
姿
と
大
き
さ
に
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

　

14
日
に
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
は
、
時
折
雨
の

降
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
多
く
の
出
演
者
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
前
夜
祭
の
最
後
に
は
花
火
も
打

ち
上
が
り
、
闇
夜
に
浮
か
び
上
が
る
一
夜
城
と

の
競
演
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

15
日
の
本
祭
は
、
前
日
の
雨
も
上
が
り
、
秋

晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気

と
な
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
先
陣
を
切
る
武
者

行
列
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
8
名
も
参
加

し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

例
年
好
評
を
得
て
い
る
「
野
菜
の
大
盤
振
る

舞
い
」
や
「
や
っ
ち
く
さ
む
ら
い
鍋
」
は
、
今

年
も
大
行
列
が
で
き
、
来
場
者
は
地
元
の
野
菜

や
畜
産
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
木
製
の
立
体
迷
路
「
木き

ッ
ズ
砦

と
り
で

」
や

ス
ラ
イ
ダ
ー
が
初
登
場
し
、
手
作
り
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
楽
し
む
多
く
の
子
ど
も
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

化財愛護会がボランティア
市内に残されている貴重な文化遺産周辺の草払

い等ボランティア活動を行いました。

　10月 20日、志布志文化財愛護会の会員約 20名

が、有明町蓬原の真言宗惣持院跡や松山町尾野見の

銭ヶ迫一里塚周辺等の木の枝の剪定や除草作業に汗

を流しました。同会は文化財保護の一環として文化

財の標柱設置や文化財清掃作業などの活動に取り組

んでいます。

スモス祭りが開催されました
全長約 2km、面積約７ha、1500 万本のコスモ

スロードでコスモス祭りが開催されました。

　11 月８日、有明町野井倉の満開のコスモスロー

ドで野井倉南部保全協議会がコスモス祭りを開催し、

2,000 人を超える来場者がありました。地元の黒豚

を使った豚汁の振る舞いや売り上げが寄附される

チャリティーおにぎりの販売、今年から設置したス

テージでの演奏などが来場者を楽しませました。

きな交流の場となりました
第９回障がい者文化活動発表会が開催され、

日ごろの活動の成果を発表しました。

　10 月 25 日、有明地区公民館で約 100 人が参加

し、障がい者等の社会参加を目的として開催され、

出演者や観覧された家族の皆さんの大きな交流の場

となりました。団体や個人による舞台発表が披露さ

れ、皆さん緊張しながらも普段の練習の成果を発揮

し、会場からはたくさんの拍手が起こりました。

第
10
回
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

11
月
29
日
、「
第
10
回
志
布
志
市
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
約
2
万
5
千
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
『
旬
の
味
覚
を
腹
い
っ
ぱ
い
』
の
テ
ー

マ
の
と
お
り
、
安
心
安
全
な
食
を
提
供
す

る
「
屋
台
村
」
で
は
、
地
元
食
材
を
利
用

し
た
美
味
し
い
料
理
を
求
め
る
来
場
者
が

行
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
周
防
猿
回
し
の
会
」

に
よ
る
猿
回
し
シ
ョ
ー
、「
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｔ
Ａ

の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
舞
台
演
芸
や
総

合
司
会
の
竹
之
内
雄
太
さ
ん
が
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
・
都
城
市
・
曽
於
市
・
三
股

町
で
構
成
す
る
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構

想
協
議
会
が
実
施
し
た
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｕ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
各
市
町
の

自
慢
の
一
品
の
味
を
競
い
、
志
布
志
市
の

(

有)

谷
口
海
産
が
出
品
し
た
ち
り
め
ん

コ
ロ
ッ
ケ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

雨
が
降
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
来
場
者
は
旬
の
味
覚
な
ど
志

布
志
の
魅
力
を
堪
能
す
る
ま
つ
り
と
な
り

ま
し
た
。

リアフリーツアー開催！
えびの市のグリーンパークえびのでのコカ・コー

ラ工場見学やコスモス畑の散策を楽しみました。

　10 月８日、特定医療法人左右会そお地区障がい

者相談支援センターと市社会福祉協議会がバリアフ

リーツアーを実施し、車いすを利用する方やボラン

ティアなど 33名が参加しました。参加者は「空の

青さや山の緑、コスモスのピンクが美しく、いつも

とは違う景色に癒された」と話していました。
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

楽発表会が開催されました

　11 月 11 日、市文化会館において「第 9回志布

志市小・中学校音楽発表会」が開催され、参加した

市内の小・中学校が合唱や合奏を披露しました。

　参加した各小・中学校は、それぞれ特色のある発

表を行い、児童・生徒はこれまでの練習の成果を十

分に発揮しました。

市内の全小・中学校（小学校 16 校、中学校５校）
が参加し、合唱や合奏を披露しました 。

明中学校が「若い目賞」受賞！
南日本新聞の投稿欄「若い目」の 10 月の学校

表彰中学校の部に有明中学校が選ばれました。

　11 月 14 日、有明中学校体育館で授賞式が行わ

れ、「掲載や投稿数でなく、継続した取組や中身で

選びます。みずみずしい感性で表現された作品が決

め手でした」と表彰状と副賞が贈られました。有明

中学校では、キラリと光る生徒作品を積極的に投稿

し、これまで 7人の生徒の作品が掲載されています。

しく歩いて健康づくり
やっちく松山藩の城下散策ウォーキングで、さ

わやかな汗を流しました。

　11 月 15 日、やっちく松山藩秋の陣まつりに合

わせて、ウォーキング大会が行われました。絶好の

秋晴れのもと、２歳から 87歳まで、途中旧大隅松

山駅跡等に寄り道しながら、全員完歩しました。参

加者からは「体を動かすと楽しい。また参加します。」

との声が聞かれました。

文化財功労者表彰を受けました
那加野久廣さん（志布志市地方文化財保護審

議会委員）が県文化財功労者表彰を受賞しました。

　11 月 20 日、那加野さんが市長室を訪れ受賞を

報告しました。これは、多年に渡り地域の文化財の

調査、研究に尽力するなどの文化財保護活動が評価

され受賞したものです。那加野さんは「皆さんの協

力があってこその表彰であり、皆さんへの感謝の気

持ちで一杯です」と感謝の気持ちを述べました。

本農林漁業振興会会長賞を受賞
「かあちゃんべぶんこ会」が日本農林漁業振興

会会長賞を受賞しました。

　11 月 27 日、同会の皆さんが市長室を訪れ、11

月 23 日に明治神宮会館で開催された農林水産祭式

典での日本農林漁業振興会会長賞の受賞を報告しま

した。同会の技術向上への取組や地域活動など女性

の活躍による商品価値の高い子牛生産が評価されて

の受賞となりました。

布志の歴史を辿りました

　11 月 22 日、縄文時代から明治時代までの遺跡

や名勝などの文化遺産を、実際の時代の流れに沿っ

て、楽しく学んでいきました。

　参加者は「志布志について知らないことがたくさ

んあった。志布志の歴史の流れを学べて、勉強になっ

た」と感想を話しました。

暮らし発見ウォーキングバスツアーが開催さ
れ志布志の文化遺産を見学しました 。

野神社の神舞が奉納されました
有明町蓬原の熊野神社において県の無形民俗文

化財に指定されている神舞が奉納されました。

　蓬原熊野神社の神舞は、昭和 54年に県の無形民

俗文化財に指定され、毎年 11 月 23 日に奉納され

ています。今年は蓬原小と宇都中の児童・生徒 12

名が熊野神社神舞保存会の指導のもと練習し、四人

鬼神舞などを披露しました。いにしえから伝わる荘

厳な神舞に観客からは多くの拍手が贈られました。

日双光章を受章しました
林勇作さん（元志布志市議会議員）が地方自治

功労者として秋の叙勲により受章しました。

　11 月 26 日、市長室において叙勲伝達式が行わ

れました。林さんは、志布志町議会議員として平成

11年５月から平成 17年 12月まで２期６年８か月

間、志布志市議会議員として平成 18年１月から平

成 26年２月までの２期８年間、地域振興、住民福

祉の向上や産業振興に尽力されました。
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志布志市体育協会加盟の各種スポーツ団体を紹介します

スポーツは私たちの健康にとって、肉体的、精神的にとても良いものです。さらに、いろいろな人とスポーツ

で出会い、コミュニケーションを図り、仲間を作ることが出来ます。

　今月から志布志市体育協会加盟の各種のスポーツ団体をご紹介していきます。

　あなたにぴったりのスポーツをさがしてみませんか？

グラウンド・ゴルフ協会

グラウンド・ゴルフ協会は現在会員数

1,250 名です。グラウンド・ゴルフを通しお互いの

親睦を図りながら技術の向上に努めることを目標に

活動しています。グラウンド・ゴルフを始めたいと

考えている方、どなたでも大歓迎いたします。一緒

にグラウンド・ゴルフを楽しみましょう。

■問い合わせ先：事務局長　木幡　一夫

℡：472-2058、090-8295-7792

ダンススポーツ同好会

ダンススポーツは、いわゆる社交ダンスを

競技用にしたものです。競技会を目指し、競技力の

向上を図ると同時に、文化活動として文化祭等への

出演も行っています。毎週火曜日は生涯学習初心者

講座、水曜日には講師を招き、東地区公民館におい

て20時から約１時間半ダンス講座を実施しています。

■問い合わせ先：兒丸　政美

℡：090-5214-0886

ゲートボール協会

ゲートボールは性別や体力の差にとらわれ

ず、子どもから高齢者まで楽しく交流できる日本生

まれのスポーツです。当協会では「おこらない、し

からない、ぐちらない」を守り、楽しく・和気あい

あいと競技力向上に努めています。お近くの地域の

チームの方にお気軽にお声かけください。

■問い合わせ先：事務局　大宜見　朝義

℡：474-1878

弓道連盟

人は常に真っ直ぐに立っていると思ってい

ます。しかし、良く見ると両肩に高低の差があった

り色々な姿勢で立っているものです。弓道では正し

く直立した姿勢と、正しい弓矢の取扱い方を学び、

心身の鍛錬と射術の上達を目指しています。弓道場

はみなさんの参加を待っています。

■問い合わせ先：藤崎　英人

℡：090-9573-7022

柔道会

柔道会は、主な活動として、小・中学生に

柔道の心得や技術指導、「柔道を通じて礼儀正しく

思いやりのある青少年育成」を目的として、日々稽

古に励んでいます。柔道とは、日本古来の武道で、

基本精神は「礼に始まり礼に終わる」礼儀を重んじ

るスポーツです。気軽に見学にお越しください。

■問い合わせ先：窪田　栄作

℡：090-8227-3415

卓球連盟

卓球連盟は志布志・有明・松山の３つのク

ラブで構成され、総勢 40名の会員がいます。卓球

というスポーツは生涯続けやすい、体力づくりに

もってこいのスポーツです。卓球をちょっとやって

みたいなあと思われる方は、市内、市外を問わず参

加OKです。お気軽にご連絡ください。

■問い合わせ先：会長　吉原　俊英

℡：473-2389、090-8917-4369

バドミントン連盟

市内には７つのチームがあり、それぞれ練

習に励んでいます。年４回のオープン大会を開催し、

初心者のクラスも設け、参加しやすい大会となって

います。生涯学習講座でもバドミントン教室を開催

し、底辺拡大にも努めています。“ 羽つき ” と思わ

れがちですが、やってみるとなかなかな競技です。

■問い合わせ先：飯野　直子

℡：090-9797-8061
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ボウリング協会

ボウリング協会は、市民の体力の向上、健

康の増進を推進することを目的としています。練習

会場は、市内にボウリング場がないため都城ハイ

レーンズです。初心者でも楽しく上達できるように

ボウリング教室も実施しています。皆さん一緒にさ

わやかな汗をかきましょう。レッツ！ボウリング！

■問い合わせ先：会長　森元　道代

℡：473-1031

バレーボール協会

バレーボール協会は、社会人大会を４回と、

伝統ある「やっちく少女バレー大会」を開催してい

ます。社会人大会において、市内企業に力添えをお

願いしたところ、快く返事を頂き、市内 20チーム

もの参加の盛大な大会を開催することができました。

　興味のある方はぜひご連絡ください。

■問い合わせ先：事務局　鎌下　秀樹

℡：090-6291-9394

ソフトボール協会

ソフトボール協会は、志布志町、有明町、

松山町の単位で主に活動を行っております。ソフト

ボールの普及、振興を図り、ソフトボールを通じて

交流や健康増進に努めていきます。ソフトボールを

したい方、ぜひお問い合わせください。今後もご協

力とご支援をよろしくお願いいたします。

■問い合わせ先：会長　宇都　美喜雄

℡：473-1438

水泳協会

水泳協会は、市内４団体で構成され、水泳

を通じ、市民および青少年の心身の健全な育成を目

的に活動しています。競技力向上のため、年４回の

記録会を開催し、水泳の普及を目指し市教育委員会

主催の「泳げないこどものための水泳教室」の講師

もしています。

■問い合わせ先：村田　尚紀
http://swimshibushi.web.fc2.com/

空手道連盟

空手は手足だけで攻撃する武道で流派によ

り違いはありますが、組手競技と形競技があり、突

き、蹴り、受け等の技術でお互いに技を競います。

　また、東京オリンピック種目に追加されたことで

注目を集めている武道です。

　興味のある方はぜひご連絡ください。

■問い合わせ先： 稲付　洋平

℡：090-4587-9597

ミニバレーボール協会

ミニバレーボール協会は、毎年 12月に行

われる志布志市スポーツ推進委員会主催のミニバ

レーボール大会の運営補助を行っています。ミニバ

レーボールは老若男女を問わない比較的に取り組み

やすいスポーツですので、興味のある方はご参加く

ださい。

■問い合わせ先：事務局 寳地  伸也 （市役所建設課）

℡：474-1111（内線 468）

第 11 回 

 しぶしポートマラソン 参加者募集中！
３.６2016

(日) ※雨天決行
種　目

ハーフマラソン
10km
５km

ファミリー
３km会場：志布志運動公園陸上競技場及び港湾道路

◆制限時間：ハーフマラソン３時間以内
◆参 加 料 ：ハーフマラソン（高校生不可）3,000 円
10㎞・５㎞・３㎞　一般　2,000 円　高校生以下　1,000 円
 ファミリー（２名）2,000 円（以下１名増える毎に 500 円追加）
◆申込期日：平成 28 年１月 22 日（金）当日消印有効

◆参加資格：健康な方で自分の体力に応じたコースに出場
できる方【ただし、ハーフは 18 歳以上（高校生不可）、
小学生未満はファミリーコースのみ】
◆申 込 先：しぶしポートマラソン大会事務局（生涯学習課）

℡：472-1111（内線 331・332）
※有明・松山教育分室でも申し込みできます

※インターネット申込み　　https://jtbsports.jp/　または　http://www.sportsentry.ne.jp/　または　https://runnet.jp/

本大会は、toto 助成を受けております。
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平成 28年１月以降、　

マイナンバーは、こんな

場面で必要となります。

■問い合わせ先：総務課　行政改革推進係　　℡：474-1111（内線 232）

各種カードの有効期限について
国民生活を支える社会的基盤として、社会保障・税番号制度を導入します。

マイナンバー通信 №９ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
通
知
さ
れ
る
、
１
人
１
人
違
う
12
桁
の
番
号
で
す
。

　　　　　　　　※ 法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、　他人に提供
したりすることはできません。

マイナンバー総合フリーダイヤル
　「通知カード」「個人番号カード」に関することや、その他マイナンバー制度に関するお問い合わせにお答え
します。

 ℡：０１２０－９５－０１７８（無料）
 ●平日 9時 30 分～ 22 時　●土日祝 9時 30 分～ 17 時 30 分（年末年始 12 月 29 日～ 1月 3日を除く）

◆一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合（有料）
　●マイナンバー制度に関すること   050-3816-9405
　●「通知カード」「個人番号カード」に関すること 050-3818-1250

◆英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応のフリーダイヤル
　●マイナンバー制度に関すること   0120-0178-26
　●「通知カード」「個人番号カード」に関すること 0120-0178-27
（英語以外の言語については、平日 9：30 ～ 22：00　土日祝 9：30 ～ 17：30）

※おかけ間違いにご注意ください。

社会保障関係
の手続

税務関係の
手続

災害に関する
手続

● 雇用保険の資格取得
や確認、給付
● ハローワークの事務
● 医療保険の給付の請求
● 福祉分野の給付、生
活保護　　　　　　
　　　　　　　など

● 税務署等に提出する
申告書、届出書、調
書などに記載　　　
　　　　　　　など

● 被災者生活再建支援
金の支給

● 被災者台帳の作成事務
　　　　　　　など

10 月 5 日 12 月 28 日 平成 28年１月１日

通知カード

個人番号カード

市民カード

住民基本台帳カード

　平成 28 年１月１日以降希望者に交付される個人番号カードの電子証明書で確定申告を行おうとし、平成 28
年３月 15 日まで中に電子証明書が期間満了する住民基本台帳カードの更新を行わない場合、個人番号カード
の交付時期が遅延し確定申告時に使用できない可能性も考えられるのでご注意ください。

●各世帯に簡易書留にて郵送されます
●個人番号カード交付時に返納します

● 平成 28 年 1月 1日以降、希望者に発行します
●電 子証明を希望される方は※注意をお読みください

●今後も継続して使用することが出来ます

● 12 月 28 日以降は新規発行しません
● 現在お持ちの有効期限内は使用するこ
とが出来ます
●個人番号カード交付時に返納します
● 電子証明書の更新手続きは 12 月 22
日（火）までです



　

今
年
９
月
、
福
岡
県
北
九
州
市
に
お
い
て
特
定
外
来
生
物
で
あ

る
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
マ
ア

カ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
平
成
24
年
に
長
崎
県
対
馬
市
で
初
め
て
確
認
さ

れ
た
外
来
の
ス
ズ
メ
バ
チ
で
、
対
馬
市
で
急
激
に
そ
の
生
息
範
囲

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
回
対
馬
市
以
外
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、

今
後
九
州
や
本
州
に
侵
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
樹
木
の
高
い
位
置
に
営
巣
す
る
こ
と

が
多
く
、
主
に
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の
昆
虫
を
捕
食
す
る
た
め
、
生
態

系
や
養
蜂
、
農
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
発

見
さ
れ
た
場
合
は
市
役
所
市
民
環
境
課
ま
で
情
報
提
供
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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エコ通信
Ecology

Communication

本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 131 ～ 134）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問
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特
定
外
来
生
物
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
関
す
る

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

◆
「
寮
生 

一
九
七
一
年
、
函
館
。」   

今
野 

敏
／
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「
毎
年
、
誰
か
が
死
ぬ
ん
だ
」 

有
名
男
子
進
学
高
の

寮
で
起
き
た
転
落
死
事
件
。
事
故
か
自
殺
か
、
そ
れ

と
も
？
事
件
と
伝
説
の
謎
を
追
っ
て
１
年
生
探
偵
団

が
活
躍
！
１
９
７
１
年
の
函
館
に
展
開
す
る
青
春
学

園
ミ
ス
テ
リ
ー
。『
青
春
と
読
書
』
連
載
を
単
行
本
化
。

今
月
の
新
刊
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「
ウ
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ー
ク
・
イ
ン
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
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綿
矢 

り
さ
／
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新
進
陶
芸
家
の
郷
里
の
工
房
に
女
ス
ト
ー
カ
ー

が
現
れ
る
「
い
な
か
、
の
、
す
と
ー
か
ー
」、
28

歳
Ｏ
Ｌ
と
幼
な
じ
み
の
人
気
タ
レ
ン
ト
の
友
情
の

ゆ
く
え
を
描
く
「
ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
」
の
２
編
を
収
録
。『
群
像
』
掲
載
を
単
行
本
化
。
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」     

著
：
宇
江
佐 

真
理  

■
「
流
さ
れ
る
美
学
」 

 
 

 

著
： 

曽
野 

綾
子

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る

本
を
集
め
て
12
月
25
日
ま
で
”
ク
リ
ス
マ
ス
の
部

屋
”
を
作
り
ま
し
た
！

　

ま
た
、「
年
末
年
始
あ
れ
こ
れ
」
と
し
て
、
年
末

年
始
に
“
必
読
”
な
本
を
集
め
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
で
見
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
☆

「クリスマス」
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
おはなし会へ出かけよう！

12 月・１月

本館
10時30分 ～

 12 月 12 日、19 日、26 日
 １月９日、16 日、23 日

ク
リ
ス
マ
ス
読
書
会

香月分館
14時 ～  12 月 12 日

安楽分館
10時30分 ～  12 月 19 日

志布志分館
10時30分 ～  12 月 19 日

松山分館
10時 ～  12 月 20 日

有明分館
10時 ～  12 月 19 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」午後３時～　
　12月 13 日、20 日、27 日

　１月 10 日、17 日、24 日【日曜日】

※ 内容は「まんが日本昔ばなし」など。

　12 月 19 日（土）10時から志ふれあい交流館で、クリスマス読書会を

開催します。パネルシアターや大型絵本の読み聞かせなど楽しいプログ

ラムでみなさんの参加をお待ちしています。

平成 28年１月９日（土）14時から、『ぼくだってウルトラマン』『給食番長』

の絵本でおなじみの絵本作家のよしながこうたくさんを迎え、絵本の読み聞

かせや本人が絵をペインティングするえほんライブを行います。

　入場整理券が必要となりますので、お気軽にお問い合わせください。

　平成 28年１月 16 日（土）10 時から、誕生会やおはなし会等ですぐ

に使えるかんたんな腹話術を学びます。当日はくつ下人形を親子（保護者）

で作って一緒に腹話術で遊びましょう。

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

講談社 集英社

※清掃センターへの一般ごみ・粗大ごみの直接搬入は、年内は 12月 28 日（月）まで、年明けは 1月 4日（月）からです。
※ アピア前市営駐車場での資源ごみ集合収集は、年明け第２週目に変更して実施します。【１月は 1月 9日（土）と
１月 16日（土）の実施となります】。

回収する地区 一般ごみ 生ごみ 資源ごみ

伊﨑田校区
有明校区（土橋・坪山・
早馬・東吉村・野吉・中
央吉村・中吉村・西吉村）

12/23( 水 ) 12/30( 水 ) 1 月は
1 月 3日（日）
に回収します1/6( 水 ) 1/4( 月 )

有明校区（上記以外）
通山校区

12/23( 水 ) 12/30( 水 )

１月３
日（日）

1/6( 水 ) 1/4( 月 )

蓬原校区　原田校区
野神校区　山重校区

12/24( 木 ) 12/29( 火 )

1/7( 木 ) 1/5( 火 )

松山地区
12/25( 金 ) 12/30( 水 )

1/8( 金 ) 1/4( 月 )

回収する地区 一般ごみ 生ごみ 資源ごみ

田之浦地区　四浦地区
森山地区　　潤ヶ野地区
八野地区　　東区（坂之上）
安楽区（一丁田・上之浜以外）

12/28( 月 ) 12/30( 水 )

1/4( 月 ) 1/4( 月 )

志布志区
帖五区（馬見ヶ塚・横尾上・
西内之倉・東横尾下・西横尾下）
香月区（大浜東・大浜西・上小西・
下小西・興和・上昭和・昭和台）

12/22( 火 ) 12/29( 火 )

1/5( 火 ) 1/5( 火 )

香月区（上記以外）
安楽区（一丁田・上之浜）

12/23( 水 ) 12/30( 水 )

1/6（水） 1/4( 月 )

帖五区（上記以外）
東区（坂之上以外）
夏井・陣岳区

12/24( 木 ) 12/29( 火 )

1/7( 木 ) 1/5( 火 )

通
常
ど
お
り

アゴのあたりは黄色

全体的に黒っぽいスズメバチ

腹部は鮮やかなオレンジ色

脚の先は黄色

ツマアカスズメバチ

ツマアカスズメバチの巣

高い位置に大きな巣



　

い
よ
い
よ
12
月
。
寒
さ
が
少
し
ず
つ

厳
し
く
な
り
、
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

忘
年
会
や
お
正
月
、
新
年
会
と
イ
ベ
ン

ト
の
多
い
季
節
で
す
。
元
気
で
こ
の
冬

を
乗
り
切
る
た
め
に
何
を
し
て
い
ま
す

か
？
何
を
始
め
ま
す
か
？

規
則
的
な
生
活
し
て
ま
す
か
？

　　

朝
、
す
っ
き
り
目
覚
め
て
い
ま
す

か
？
寒
い
と
布
団
か
ら
出
る
の
が
な
か

な
か
、
と
い
う
方
も
…

簡
単
！
感
染
症
予
防

　

冬
と
い
え
ば
感
染
症
に
か
か
り
や
す

い
季
節
。
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
習
慣

が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

楽
し
く
運
動
で
き
て
ま
す
か
？

　

冬
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
運
動

不
足
に
な
り
や
す
い
季
節
で
す
。
あ
な

た
は
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

　

運
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
！
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
で
元
気

い
っ
ぱ
い
！

お
い
し
く
食
事
を
食
べ
て
ま
す
か
？

　

冬
の
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
、

根
野
菜
は
体
を
温
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
、
友
人
と
、
家
族
と
、
あ
な

た
は
ど
ん
な
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
す

か
？

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile!  　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（12月・１月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）問

S h i b u s h i  C i t y  P R S h i b u s h i  C i t y  P R

母子手帳の交付日は…
● 本庁　　　　：第１・第３水曜日の午後
● 松山支所　　：第２・第４水曜日の午前
● 志布志支所　：毎週月曜日の午前

 １歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
 12 月 10 日（木）：健康ふれあいプラザ
 １月 13 日（水）：健康ふれあいプラザ

 ３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
 12 月 16 日（水）：健康ふれあいプラザ
 １月 22 日（ 金）：健康ふれあいプラザ

 乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 １月８日（金）：健康ふれあいプラザ

 両親学級【９：20～９：30受付】

 12 月 13 日（日）：はぐくみらんど
 １月 14 日（木）：健康ふれあいプラザ

 ２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】　

 １月 26 日（火）：有明地区公民館（旧農業農村改善センター）
 １月 28 日（木）：やっちくふれあいセンター

 ５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
 12 月 15 日（火）：健康ふれあいプラザ
 １月 28 日（木）：やっちくふれあいセンター

 １歳児お誕生相談【９：30～ 10：00 受付】
 12 月 22 日（火）：やっちくふれあいセンター
 １月 15 日（金）：川西地区公民館（旧農村研修センター）

 育児相談【10：30 ～ 12：00】
 12 月 22 日（火）：やっちくふれあいセンター
 １月 15 日（金）：川西地区公民館（旧農村研修センター）

 育児学級【９：30～ 10：00 受付】
 12 月 17 日（木）：健康ふれあいプラザ
 １月 27 日（水）：健康ふれあいプラザ

  がん検診
  １月 18 日（月）～１月 21 日（木）：女性がん
  ※時間会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認ください。

✚ ✚

１日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

２日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

３日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

10 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

11 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

17 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

　　　駿
はやと

翔 ちゃん 　　 稜
りょうたろう

太朗 ちゃん 　　 結
ゆうな

愛 ちゃん

13日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

20日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

23 日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

27 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

31 日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

　　 向
ひ ま り

日葵 ちゃん 　　 紗
さ な

奈 ちゃん

今月お話しするのは…

保健師の渡邉です！

●
朝
食
は
お
い
し
い
で
す
か
？ 

● 

朝
日
を
浴
び
る
と
体
内
時
計

が
調
整
さ
れ
、
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
免
疫
力

ア
ッ
プ
↑

● 

疲
労
回
復
・
安
眠
効
果
の
た

め
に
、
お
風
呂
は
38
度
〜
40

度
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に
10
分

か
ら
15
分
程
度
ゆ
っ
く
り
と
。

● 

室
温
は
20
度
前
後
に

● 

湿
度
は
50
〜
60
％

● 

部
屋
の
換
気
は
1
時
間
に
1
回

● 

手
洗
い
、
う
が
い
は
こ
ま
め

に
！
（
特
に
外
出
後
、
食
事

前
は
石
鹸
で
念
入
り
に
）

● 

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
は
予
防
接
種
を
。
12

月
中
に
受
け
る
と
効
果
的
で
す
。

● 

心
地
よ
い
運
動
の
時
間
を
持

て
て
い
ま
す
か
？

● 

一
緒
に
楽
し
む
仲
間
が
い
ま

す
か
？

● 

運
動
初
心
者
の
方
、
時
間
の

取
れ
な
い
方
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
、

足
先
か
ら
心
臓
へ
向
け
て
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
手
軽
な
も

の
か
ら
始
め
て
み
て
は
？

● 

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
家
事

を
し
な
が
ら
…
ち
ょ
っ
と
し

た
時
間
で
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
も
。

● 

美
し
い
立
ち
姿
、
歩
く
姿
は

素
敵
に
見
え
ま
せ
ん
か
？

● 

大
根
・
イ
モ
・
ご
ぼ
う
な
ど

の
根
菜
類
、
ね
ぎ
・
白
菜
・

に
ん
じ
ん
な
ど
旬
の
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
摂
れ
る
鍋
料
理
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

● 

温
め
効
果
の
あ
る
に
ん
に
く
、

と
う
が
ら
し
、
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
の
香
辛
料
を
上
手
に
使
っ

て
味
の
変
化
を
楽
し
ん
で
み

て
は
。

● 

筋
力
ア
ッ
プ
す
る
タ
ン
パ
ク

質
は
、
体
温
維
持
に
貢
献
。
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本庁 企画政策課 地方創生推進室（シシガーデン事務局） ℡：474-1111（内線 254）

志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こころざし ブランド通信
Shibushi Brands News 

　

前
回
に
引
き
続
き
、
た
だ
い
ま
全

国
的
に
急
増
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
※
と
あ
る
べ
き
地
域
活
性
に
つ

い
て
掘
り
下
げ
ま
す
。

　

今
年
４
〜
９
月
全
国
で
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
た
寄
附
金
の
合

計
額
は
４
５
３
億
円
と
前
年
同
期
の

３
・
９
倍
に
な
っ
た
と
の
公
表
＊

が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
制
度
活
用

の
ピ
ー
ク
と
な
る
年
末
に
向
け
て
、

各
メ
デ
ィ
ア
で
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

関
連
の
記
事
・
特
集
が
活
発
に
組
ま

れ
、
国
内
の
通
信
・
Ｉ
Ｔ
分
野
を
牽

引
す
る
大
手
企
業
が
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
営
を
は

じ
め
と
す
る
関
連
事
業
に
次
々
と
参

入
す
る
、
な
ど
さ
ら
に
大
き
な
動
き

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
志
布
志
市
で
も

安
心
・
安
全
の
畜
産
加
工
品
・
海
産
物
・

農
作
物
を
は
じ
め
と
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
の
特
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
全
面
起
用
し
、 「
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
」
の
本
格
採
用
初
年
度
と
し
て

は
異
例
の
速
さ
と
な
る
３
か
月
で
寄

附
金
額
１
億
円
突
破
、
本
コ
ラ
ム
執

筆
中
の
11
月
中
旬
現
在
で
、
２
億
円

後
半
超
、
年
度
内
に
３
億
円
と
そ
れ

以
上
の
寄
附
金
が
集
ま
る
堅
調
な
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
志
布
志
市
と
し
て
は
こ
れ

ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し
た

取
組
の
一
貫
と
し
て
、
物
産
・
観
光

振
興
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
性
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
堅
調
な
流
れ
を

逃
さ
ず
志
布
志
の
魅
力
を
伝
え
て
い

く
さ
ら
に
意
欲
的
な
姿
勢
を
打
ち
出

す
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

あ
る
べ
き
本
質
に
立
ち
返
る
こ
と
が

肝
要
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
税
金
と
各
寄
附
者

の
お
金
こ
そ
が
制
度
運
用
の
源
泉
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

● 

「
寄
附
金
の
使
い
道
」
に
関
す
る
入

念
な
検
討

寄
附
金
の
使
途
に
関
し
て
寄
附
者

は
じ
め
各
方
面
へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
（
説
明
責
任
）
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と

以
て
、
さ
ら
な
る
寄
附
者
・
志
布

志
フ
ァ
ン
募
集
の
た
め
の
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
・
実
行
す
る
こ

と
、
例
え
ば
、
寄
附
金
額
で
な
く

い
か
に
寄
附
者
の
人
数
と
指
向
に

拘
る
か
（
本
当
に
志
布
志
を
好
い

て
く
れ
て
る
か
、
こ
れ
か
ら
好
い

て
く
れ
る
か
）
な
ど 

が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
制
度
趣

旨
に
則
り
活
用
し
つ
つ
、
２
年
な
い

し
３
年
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に

腰
を
据
え
た
中
長
期
計
画
に
て
、
自

治
体
・
地
域
の
産
業
振
興
団
体
、
各

生
産
加
工
事
業
者
、
市
民
、
そ
し
て

利
用
者
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
性
の
糸
口
が
さ
ら
に

見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

＊ 

出
展
：「
総
務
省
」（
平
成
27
年
10

月
23
日
公
表
）

※
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

　

 　
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢

献
で
き
る
制
度
」、「
自
分
の
意
思

で
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
制
度
」（
総
務
省
）
と

し
て
２
０
０
８
年
よ
り
運
用
開
始
。

地
方
自
治
体
へ
の
寄
附
額
の
う
ち

自
己
負
担
額
の
２
０
０
０
円
を
除

い
た
全
額
が
所
得
税
及
び
住
民
税

か
ら
控
除
の
対
象
と
な
る
。
地
域

特
産
品
な
ど
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
寄
附
者
へ
送
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
」
を
採
用
す
る
自
治
体

が
増
加
中

　

ま
ち
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
と
も
る
師
走
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
も
シ
シ
ガ
ー

デ
ン
は
志
布
志
の
自
然
や
古
き
良
き
風
景
や
名
所

を
撮
影
編
集
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
を
支
え
て
い

る
力
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
見
す
る
た
び
に
感
動

と
驚
き
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
志
布
志
市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
映
像
を
創
る
源
泉
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
発

見
を
し
た
と
き
の
喜
び
か
ら
き
ま
す
。

　

先
月
、
一
面
に
咲
き
誇
る
壮
大
な
コ
ス
モ
ス
ロ
ー

ド
も
撮
影
し
ま
し
た
が
、
年
々
コ
ス
モ
ス
が
彩
る

面
積
が
増
え
る
土
地
を
夕
陽
が
染
め
て
い
く
風
景

は
、
初
め
て
見
て
い
る
は
ず
な
の
に
と
て
も
懐
か

し
い
想
い
が
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
す
。
近
々
公

開
予
定
の
映
像
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
航
空
機

カ
メ
ラ
）
を
使
用
し
た
空
撮
や
、
ゆ
っ
く
り
移
動

す
る
撮
影
機
材
に
て
作
品
を
創
り
ま
し
た
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
風
景
を
い
つ

も
と
少
し
違
っ
た
視
点
で
観
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
い
を
込
め
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
映
像
で

は
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
の
動
き
を
主
体

と
し
た
も
の
と
は
反
対
に
レ
ン
ズ
の
矛
先
を
自
然

と
風
景
に
し
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
映
像
を
初
め
て

ご
覧
に
な
る
方
々
が
「
あ
あ
、
な
ん
て
素
敵
な
ま

ち
な
ん
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
し
、

「
あ
あ
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
風
景
は
こ

ん
な
に
綺
麗
だ
っ
た
ん
だ
」
と
再
認
識
し
て
い
た

だ
け
た
ら
、
こ
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

何
か
に
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
状
況
が
見
え
な
く

な
っ
た
時
は
「
物
事
を
俯ふ
か
ん瞰
し
て
見
る
べ
し
」
と

申
し
ま
す
が
、
映
像
の
撮
影
で
も
高
い
建
物
の
上

や
空
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
で
撮
影
す
る
こ
と
を
俯
瞰

と
い
い
、
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
そ
の
シ
ー
ン
の
状
況

を
説
明
す
る
時
に
良
く
採
用
さ
れ
る
ア
ン
グ
ル
で

す
。
当
た
り
前
に
歩
い
て
い
る
い
つ
も
の
道
を
俯

瞰
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
る
も
の
で
す
。

住
ん
で
い
て
も
見
落
と
し
が
ち
な
魅
力
を
再
発
見

す
る
こ
と
で
、
道
先
案
内
、
い
や
水
先
案
内
が
で

き
れ
ば
、
い
つ
か
そ
こ
に
新
し
い
風
土
が
生
ま
れ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
ア
ン
グ
ル
で
撮
影
す

る
か
は
と
て
も
大
切
な
要
素
で
す
。
ま
た
、
そ
こ

で
長
年
暮
ら
し
て
い
る
方
で
し
か
分
か
ら
な
い
土
地

の
深
さ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
や

風
景
を
知
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々

か
ら
拝
聴
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
存
続
を
か
け
て
未
来
の
地
域
活
性
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
、
や
は
り
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
者
を
引
き
寄
せ
る
政
策
や
施
策
の
充
実
は
必
須

か
と
思
い
ま
す
。
単
に
人
口
を
増
や
す
こ
と
だ
け

で
な
く
古
く
か
ら
代
々
紡
い
で
き
た
大
切
な
こ
と

を
守
る
こ
と
と
、
そ
の
土
地
に
あ
る
新
た
な
魅
力

を
再
発
見
し
、
改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
知
る
機
会

を
創
る
こ
と
の
一
端
に
な
れ
る
な
ら
、
シ
シ
ガ
ー

デ
ン
の
存
在
意
義
も
果
た
せ
て
い
け
る
の
で
は
と

自
ら
を
奮
い
起
こ
し
て
ま
い
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
」
と
は
「
志
々
の
集
ま
る
庭
」

そ
の
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

ネ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

　

そ
れ
ら
が
や
が
て
ま
ち
の
サ
イ
ク
ル
に
な
り
ま

す
よ
う
に
、
丁
寧
な
作
業
、
仕
事
を
心
が
け
て
参

り
ま
す
。

　

今
年
も
本
当
に
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
合
情
報
発
信
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
」
事
務
局

コラムニスト：ふじやま学校 代表取締役 坂本貴弘　神奈川県出身。志布志ブランド推進アドバイザーとしてブランド作りに携わる。東京大学卒業。

シシガーデン：　http://sisi-garden.com/ 　　　シシペディア：　http://sisipedia.sisi-garden.com/



Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*

（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

人
生
の
秋
を
歌
い
し
名
曲
の
枯
れ
葉
一
枚
宙
に
舞
う
窓 

　

南　
　

史
郎

収
穫
を
終
え
た
田
な
か
に
ふ
と
浮
か
ぶ
稔
り
喜
ぶ
母
の
笑
顔
が 
　

有
馬
ケ
イ
子

白
菊
が
鉢
に
こ
ぼ
れ
て
咲
き
に
け
り
白
を
好
ん
だ
亡
き
母
し
の
ぶ 
　

江
蔵　

成
子

ま
っ
す
ぐ
に
茎
を
延
ば
し
て
上
向
き
の
秘
め
た
意
志
と
う
杜
鵑
咲
く 

　

篠
原　

順
子

野
も
山
も
紅
燃
え
る
里
の
秋
夕
日
の
彼
方
鳥
柱
ゆ
く 

　

内
山　

幸
夫

芝
生
剥
ぎ
一
掃
さ
れ
た
前
庭
で
石
テ
ー
ブ
ル
は
出
番
待
ち
お
り 

　

東
郷
ミ
イ
子

晴
れ
渡
る
夕
焼
け
空
に
渡
り
鳥
ど
こ
ま
で
ゆ
く
の
も
う
日
が
暮
れ
る 

　

渡
辺
ク
ミ
子

君
の
も
と
急
ぐ
車
窓
に
ツ
ワ
ブ
キ
咲
く
頭
と
心
は
と
ん
で
い
っ
て
る 

　

内
村
く
み
子

宝
石
箱
掌
中
に
し
た
り
熟
れ
柘
榴
ぱ
っ
く
り
割
れ
て
き
ら
ら
き
ら
ら 

　

篠
田　

紀
子

ほ
ん
と
う
の
自
分
の
心
に
会
い
た
く
て
彼
岸
説
教
心
し
て
聞
く 

　

下
戸
富
美
子

白
緑
の
キ
ャ
ベ
ツ
蒸
か
し
て
香
り
満
つ
ひ
と
り
の
食
は
夢
豊
か
な
り 

　

中
園　

茂
甚

（
志
布
志
川
柳
会
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ  

見
知
ら
ぬ
人
と  

知
己
に
な
り　

赤
池　

忠
重

九
条
は 

平
和
が
武
器
と  

声
を
上
げ 

　
　

上
東
マ
キ
エ

赤
い
羽
根  

チ
ラ
っ
と
目
を
や
り  

歩
き
去
る　
　

末
永　

一
雄

オ
レ
オ
レ
が  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を  

待
ち
か
ま
え　

髙
田　

昭
秋

初
孫
が  

歩
く
あ
る
く
と  

爺
の
声 

　
　

高
田　

秀
雄

福
の
神  

連
れ
て
孫
に
も  

お
嫁
さ
ん 

　
　

江
藤　

房
子

あ
ん
な
に
も  

食
べ
き
れ
る
の
か  

バ
イ
キ
ン
グ　

内
山　

幸
夫

～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：イルミネーション（鉄道記念公園）】

S h i b u s h i  C i t y  P R S h i b u s h i  C i t y  P R

（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
思
い
出
す
秋
桜
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て
老
い
に
け
り 

　

暉
峻　

康
瑞

赤
組
が
負
け
て
悔
し
い
孫
娘
純
な
こ
こ
ろ
に
秋
空
高
し 

　

池
ノ
上
一
枝

ひ
た
走
る
黄
金
の
原
に
農
思
ふ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
今
日
の
見
出
し
に 

　

川
井
田
登
志
子

胸
に
抱
く
瘤
と
仲
良
く
人
の
手
を
借
り
て
今
日
を
も
生
か
さ
れ
て
ゐ
る 

　

林　
　

靜
子

野
ぼ
た
ん
の
草
丈
漸
く
伸
び
立
ち
ぬ
雨
に
負
け
た
と
言
い
ゐ
る
や
う
に 

　

平
川　

澄
子

雲
た
ち
が
流
れ
動
い
て
ゆ
く
如
く
動
き
続
け
む
今
日
と
い
う
日
を 

　

益
倉　

睦
美

里
川
の
早
瀬
き
ら
め
く
岩
盤
に
川
苔
草
の
小
さ
き
み
ど
り
葉 

　

松
下　

芙
美

晴
れ
わ
た
る
大
空
の
下
駆
け
め
ぐ
る
百
年
目
の
高
校
球
児 

　

松
元　

文
子

車
椅
子
に
会
い
た
か
っ
た
と
顔
く
ず
す
痩
せ
た
る
肩
の
姉
を
抱
き
し
む　

 　

宮
原　

順
子

爺
と
な
り
婆
と
な
り
て
六
十
三
年
求
め
し
田
畑
離
農
の
世
と
な
り 

　

山
田　

和
子

末
っ
子
と
伊
勢
海
老
食
べ
に
肝
付
へ
開
聞
岳
に
似
し
美
形
の
あ
り 

　

山
元
ハ
ツ
ミ



●公売方法：入札方式　　●入札会場：有明地区公民館（旧農村環境改善センター）
● 携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）、
公売保証金（現金または小切手で納めてください）

※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書
※ 売却区分番号 27-36 ～ 37 には農地が含まれるため、入札に参加するため
には、「買受適格証明」という書類を提出していただきます。「買受適格証明」
については、１月 8日（金）までに申請してください。

　詳細については、志布志市農業委員会（℡：487-2111 内線 302）までお問い合わせください。
●その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

今月の納税

1 2 月25日（金）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（８期）

●後期高齢者医療保険料（８期）

●介護保険料（８期）　●市県民税（４期）

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

1 2 月25日（金）

平成27年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成27年度 ４月～11月）113件
差押えの内容：
●債　権：48 件　●預貯金：24 件

●不動産：24 件　●給　与：14 件

●動　産：３件

S h i b u s h i  C i t y  P RS h i b u s h i  C i t y  P R

国民健康保険の財政は、
危機的状況です！

特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣
病罹患状況の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 11万円」高くなっています。

　特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになりま
すので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するようお願いいたします。

！ シリーズ・国保

国民健康保険の皆様に人間ドック等の助成のお知らせです！

■問い合わせ先：保健課  ℡：474-1111（内線：国民健康保険係 123 ～ 125、保健対策係 164・165）

　国民健康保険の被保険者の皆様を対象に、生活習慣病などの疾病の早

期発見・早期治療を図り、健康の保持・増進に役立てていただくために、

人間ドック（一般・節目）、ＰＥＴがん検診、脳ドック検診のいずれか

を受けた方に年１回に限って助成を行っています。（保険診察の場合は、

助成の対象とはなりません。）

◆助成手続に必要なもの

　保険証、印鑑、領収書、預金通帳、検診結果表

　（検診結果表は、特定健診の結果として特定保健指導に活用するために必要です。）

※対象となるドックの一覧表

◆人間ドックの一般（日帰り、宿泊）のみ、後期高齢者医療被保険者の方も対象となります。

◆ 節目ドックは、節目の年齢の方のみが対象となりますので、上記の対象者年齢を確認するようにしてください。

人間ドック（一般・節目）、ＰＥＴがん検診、

脳ドック検診の受診費用に対する助成を行っています。

助成を受ける場合は忘れずに申請してください。

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

27-31 松山町尾野見字桐木 1673 番 1　山林　639㎡ 19,000 円 ―

27-32 志布志町志布志字並松 1484 番 10　宅地　289.20㎡
共同住宅　木造セメントかわらぶき２階建　１階 98.23㎡　２階 78.58㎡ 1,540,000 円 160,000 円

27-33 志布志町夏井字樋ノ口 809 番２　山林　307㎡ 5,000 円 ―

27-34 志布志町夏井字西ノ俣 1030 番１　山林　29㎡ 1,000 円 ―

27-35 志布志町内之倉字泉出 7015 番、7015 番 2・乙・丙・丁　　山林　24,206㎡ 519,000 円 60,000 円

※市報 10月号で掲載した売却区分番号 27-12 及び 27-13 の入札も同時に行います。

本庁  税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153） 

●平成 27 年 12 月 18 日（金）入札実施分（９時 30 分受付  10 時入札）

※ 公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

27-36 志布志町安楽字大人足 3231 番　　　畑　3010㎡ 1,120,000 円 120,000 円

27-37 有明町蓬原字内城 1715 番１・３　　田　1,641㎡ 651,000 円 70,000 円

●平成 28 年３月２日（水）入札実施分（８時 30 分受付  ９時入札）

対象となるドック 助　成　額 対象者年齢

人
間
ド
ッ
ク

一般（日帰り） 20,000 円
　30 歳から 74 歳までの国保被保険者

一 般 （ 宿 泊 ） 30,000 円

節目（日帰り） 32,000 円 　40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳 ( 当該年度の４月１日か

　ら翌年３月 31 日までの間に節目の年齢を迎える方 ) の国保被保険者節 目 （ 宿 泊 ） 48,000 円

ＰＥＴがん検診 20,000 円 　国保被保険者

脳ドック検診 20,000 円 　40 歳から 74 歳までの国保被保険者
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年金知っ得!?

インフォメーション「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち 男女共同参画
もっと身近に！

消費生活相談
知ってる？

こ
ん
な
事
例
が
志
布
志
市
内
で
発
生
し
ま
し
た
！

◆ 

「
孫
の
借
金
が
残
っ
て
い
る
」と
い
う
不
審
な
電
話

　

自
宅
に
「
孫
の
借
金
が
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
不

審
な
電
話
が
き
た
。
関
係
な
い
と
思
い
電
話
を
切
っ

た
後
、
孫
に
連
絡
し
確
認
し
た
と
こ
ろ
借
金
は
な
い

と
の
返
答
だ
っ
た
。

◆ 

自
宅
に
古
着
の
買
取
に
来
る
こ
と
を
了
承
し
て
し
ま
っ
た

　
「
古
着
は
な
い
か
」
と
電
話
が
き
て　
「
あ
る
」
と

答
え
た
。
自
宅
に
買
取
に
来
る
こ
と
を
了
承
し
た
が

断
り
た
く
な
っ
た
。

◆
医
療
費
の
払
戻
が
あ
る
と
の
電
話

　

市
役
所
の
保
健
課
を
名
乗
る
人
物
か
ら
、「
あ
な

た
に
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
あ
る
。
銀
行
の
口
座
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
電
話
が
き
た
。

　

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に

　
　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１い

や

や

８
８
泣
き
寝
入
り
！
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

「地域のために、子や孫のために、
そして自分のために」
住民主導の地域活性化への取組

ふるさとづくり委員会等先進地研修会（報告）

　10 月９日（金）、ふるさとづくり委員会、共生・
協働推進委員会及びＮＰＯ等連絡協議会の各委員で、
宮崎県日南市の「酒谷地区むらおこし推進協議会」( Ｈ
５設立 ) で研修を実施しました。
　同協議会では、地域を足元から見直し、地域資源
の掘り起こしを行うことで地域の活性化に繋げる取
組（足元学）を活動理念に実践しています。
　これまで、地域資源である布施の滝のライトアッ
プ、石積みの坂元棚田の景観などを発掘し、日本棚
田百選に認定、さらに「坂元棚田及び山村景観」が
国の重要文化的景観にも選定されています。
　また、道の駅酒谷の誘致により、地元から 20名の
雇用が生まれたほか、昔から地域で食べられていた
「草だんご」に、様々な工夫をこらし販売したことで、
今では道の駅の名物となり ｢草だんご｣ のみで年間
1,700 万円を売上げています。平成 26年からは、一
人暮らし高齢者の見守りを兼ねた弁当宅配サービス
も開始しています。　
　最後に研修会の講師をしていただいた同協議会長
の日髙茂信氏から、地域活性化に向けて次のような
アドバイスをいただきました。

● 地域づくりは、最初からうま
くいかないが、人材は人がつ
くるもので、良い方向へ誘導
していかなければならない。

● イベントは開催して良かった
と終わるのでなく、その先を
考えなければならない。

　何より大切なことは、自分たちの地域を自分たち
が知り、自分たちの地域のことは自分たちで、そし
て自分たちが楽しみ、自立していかなければ地域は
駄目になってしまうとのことでした。
　今回の研修で地域では当たり前であったことや地
域資源を再発掘することで、地域の活性化や地域内
外との連携などへの足がかりになるのではと感じた
ところです。

■問い合わせ先：企画政策課  地域政策係
　℡：474-1111（内線 252・257）

男女共同参画講演会を開催しました

　10 月 24 日、有明地区公民館において、オフィス
ピュア代表のたもつゆかりさんを講師に迎え、「男女
共同参画の視点に立った地域づくり～誰もが出番と
居場所のある地域コミュニティをめざして～」と題
して講演していただきました。

● 地域づくりは、地域課題の把握が必須であり、生活
上の困難を抱えている一人ひとりの声を聞き、改
善、解決に向けて地域環境を整えていくことである。

● 地域づくりの基本価値は人権保障の追求であり、そ
れは一人ひとりの幸せに繋がらなければならない。

● 人権の視点を明確にし、それにより提供されるサー
ビスに「一人ひとりの人権の尊重」を実質的に織
り込むことが男女共同参画の視点であり、地域コ
ミュニティは、一人ひとりにより近くにあり、一
人ひとりの声が反映される住民自治の基盤である。

● 地域生活に関わるサービスの受け手とそれを提供
する送り手の側に共有される地域生活の実感の反
映が鍵を握る。

● 一人ひとりの人権の尊重の視点がなければ多様な
一人ひとりの参画は保障されない。

　このような内容をゆっくりと、丁寧な話し方で、取
組事例を紹介され、地域コミュニティの必要性と重
要性に対する理解が深められたようです。160 人の
参加者からは「具体例が興味深く、もっと聞きたかっ
た」「身近に迫っている地
域の問題について参考にな
り良かった」「意識しなが
ら生活していかなければと
感じ、自由な気持ちが生ま
れた」と好評でした。

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）

◆女性支援相談室（13：00 ～ 17：00）
12 月 16 日（水）有明地区公民館
１月６日（水）志布志支所 5階会議室

◆専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月 ～ 金  8：30 ～ 17：00）
　※ ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか。
　　相談無料、秘密は守ります。

アドバイス

アドバイス

● 子どもや孫の名
前を使い、お金
を急がせる電話
には十分注意し
ましょう。

● 一度電話を切
り、こちらから
本人へ連絡し確
認することが重
要です。

● 訪問買取もクー
リング・オフで
きます。

　（契約書類交付
　から８日以内）

● 古着等の売却の
際は、枚数をき
ちんと把握し、
玄関より家の中
に入れてはいけ
ません。

● 市の職員や警
察署員が銀行
口座を電話で
尋ねたりする
ことは絶対に
ありません。

● 医療費や税金
などの払い戻
しは、必ず文
書で行います。

アドバイス

被
用
者
年
金
一
元
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
厚
生
年
金

と
三
つ
の
共
済
年
金
に
分
か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金

制
度
が
厚
生
年
金
制
度
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
年
金
の
決
定
・
支
払
は
、
従
来
ど
お
り
、
厚
生
年

金
被
保
険
者
期
間
分
は
日
本
年
金
機
構
、
共
済
組
合
等
加

入
期
間
分
に
つ
い
て
は
各
共
済
組
合
等
で
行
い
ま
す
。

主
な
変
更
事
項

◆
年
金
相
談
に
関
す
る
事
項

　

共
済
組
合
等
が
管
理
す
る
年
金
記
録
の
う
ち
、
平

成
27
年
10
月
以
降
に
厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
す
る
被
保
険
者
及
び
受
給
者
の
方
は
、
日
本
年
金

機
構
（
年
金
事
務
所
。
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）

の
窓
口
に
お
い
て
も
年
金
相
談
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●  

機
構
で
は
厚
生
年
金
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

（
共
済
年
金
に
関
す
る
相
談
は
行
え
ま
せ
ん
。）

● 

共
済
組
合
等
が
支
払
う
厚
生
年
金
に
つ
い
て
、
機

構
で
行
え
る
相
談
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

○
受
給
者
記
録
に
関
す
る
照
会

　

○
被
保
険
者
記
録
に
関
す
る
照
会

　

○
年
金
の
受
給
資
格
の
有
無
に
関
す
る
照
会

◆
届
出
等
の
受
付
に
関
す
る
事
項

● 

厚
生
年
金
に
関
す
る
届
書
等
（
注
）
に
つ
い
て
は
、
機

構
ま
た
は
共
済
組
合
等
の
ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

注
１
： 

平
成
27
年
10
月
以
降
に
受
給
権
の
発
生
し
た

厚
生
年
金
に
限
り
ま
す
。

注
２
： 

障
害
給
付
の
届
書
等
の
一
部
の
届
書
を
除
き
ま
す
。

● 

年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
や
年
金
証
書
等
、
他

の
実
施
機
関
に
係
る
加
入
期
間
や
年
金
額
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
は
、
原
則
と
し
て
添
付
不
要
で
す
。

◆
年
金
の
決
定
・
支
払
に
関
す
る
事
項

● 

老
齢
厚
生
年
金
及
び
遺
族
厚
生
年
金（
長
期
要
件
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
ご
と
に
各
実
施
機
関

が
決
定
・
支
払
を
行
い
ま
す
。

● 

障
害
厚
生
年
金
、
障
害
手
当
金
及
び
遺
族
厚
生
年

金
（
短
期
要
件
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
診
日
ま
た
は

死
亡
日
に
加
入
し
て
い
た
実
施
機
関
が
他
の
実
施

機
関
の
加
入
期
間
分
も
含
め
年
金
額
を
計
算
し
、

決
定
・
支
払
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１



郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　 ）　　　  －

（No.120/2015-12）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、( 有)

Ｉ・Ｑファームさんの「バジ
ルドレッシング」をプレゼン
トします！（詳しくは３ページ

をご覧ください）

ぜひ、ご応募ください！

　

今
月
は
、
志
布
志
町
に
お
住

ま
い
の
静
子
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
串
間
市
の
ご
出
身
で

若
い
こ
ろ
は
農
協
の
事
務
を
し

て
働
い
て
い
た
静
子
さ
ん
。「
戦

時
中
は
、
供
出
の
た
め
カ
ラ
イ

モ
を
仕
事
の
な
い
朝
夕
の
時
間

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
き
び
し

く
大
変
な
時
代
で
し
た
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

24
歳
の
時
に
結
婚
し
て
志
布

志
に
来
た
と
き
は
、
鹿
児
島
の

人
の
あ
い
さ
つ
の
良
さ
に
び
っ

く
り
し
て
、
志
布
志
に
来
て
よ

か
っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
３
人
、
孫
７
人
、
ひ

孫
も
２
人
と
家
族
も
増
え
、
近

く
に
も
居
て
く
れ
る
の
で
頼
も

し
い
と
話
す
静
子
さ
ん
。
家
族

と
協
力
し
な
が
ら
年
に
10
回
ほ

ど
味
噌
を
手
作
り
す
る
と
の
こ

と
。
手
作
り
だ
と
塩
分
を
調
整

で
き
る
の
で
健
康
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
家
族

も
静
子
さ
ん
の
味
噌
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
味

噌
作
り
は
生
き
が
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
こ
最
近
、
足
の
け
が
で
２

回
入
院
し
た
そ
う
で
す
が
、
見

事
に
復
帰
。
２
回
目
は
病
院
で

「
ま
た
来
た
の
？
」
と
か
ら
か

わ
れ
て
恥
ず
か
し
か
っ
た
と
笑

顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
話
が
と
て
も
上
手
な
静
子
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
！

Ｑ．  現在のお仕事について、教えてください。

Ａ ．今年 7月に熊本から Uターンして、8月から志布志市観光特

産品協会で働いています。

Ｑ．働いてみて、どうですか？

Ａ ．志布志市にふるさと納税された方へのお礼の特産品の発送や

データ処理をしています。大学で写真部にいた経験を活かして特

産品の写真を撮ったりもしています。最近はふるさと納税が好調

でゲームをする時間がないのが悩みです。

Ｑ．休日の過ごし方を教えてください。

Ａ ．家で過ごすときはゲームやアニメを良く見ます。

　　ダーツやビリヤードが好きで、福岡まで行ったりもしています。

Ｑ．志布志について一言どうぞ。

Ａ ．若い人が働く場所、遊ぶ場所も増えてほしいです。Uターンし

て志布志の豊かな自然が魅力的に感じたので、自然を活かした町

になって欲しいです。

【志布志町】　(24 歳）

小学校 ６年

 蓮
れん

 さん

　

12
月
号
の
題
字
を
書
い
て
く
れ
た

蓮
さ
ん
は
、
小
学
校
６
年
生
。
残
り

少
な
く
な
っ
て
き
た
小
学
校
生
活
で

は
勉
強
を
頑
張
り
た
い
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
は
夜
神
楽
で
披
露
す

る
子
ど
も
神
楽
の
練
習
を
頑
張
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

料
理
を
す
る
の
が
好
き
で
、
家
で

も
よ
く
手
伝
い
で
料
理
を
す
る
と
い

う
蓮
さ
ん
の
得
意
料
理
は
卵
焼
き
と

の
こ
と
。

　

中
学
生
に
な
っ
た
ら
弓
道
部
に
入

り
た
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　いつも元気いっぱいの結彩と敦翔。

２人とも体を動かすのが大好き。

　お兄ちゃんと３人で泣いたり笑った

り目が回るぐらい賑やかな毎日です。

　これからも元気に楽しく過ごそうね！

３人の笑顔が宝物です。

　弟おもいでちょっぴり泣き虫な智樹くん。

　お兄ちゃん大好きでかけっこも大好きな

やんちゃな智嗣くん。

　あまり仲が良すぎてけんかもするけれど

いつも一緒に遊んでます。これからも仲良

く元気に育ってね。

　おしゃべりが大好きな莉桜ちゃん。

　最近は女の子らしくおしゃれにも興味

が出てきました。

　お父さんとお母さんはいつも莉桜ちゃ

んの笑顔にいやされています。

　これからも元気にすくすく育ってね。

（有明町）

（志布志町） （松山町）



★アンケート★【12 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

◆平成27年９月分の医療費の状況です。
医療費総額 ３１９，６１５，１１２円

７月末 国保加入者数 ９，８６１人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ３２，４１２円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２７，９７８円
個人負担額 ４，４３４円

１人当たり医療費の前年同月比 12.2％増。この金額は、国民健康保険に
加入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 86.3％を市（国保）が負担しています。

平成 27 年 10 月 31 日現在

人口：32,761 人
男性：15,508 人
女性：17,253 人　

転入：72 人　  転出：88 人
出生：24 人　  死亡：46 人

世帯数：15,810 戸

（－ 38 人）
（－ 15人）
（－ 23人）

（－ 24世帯）

平成 27 年 10 月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：69 隻（日本 0、外国 69）
②輸出：16 億 12 百万円
③輸入：124 億 56 百万円

毎
日
を
せ
い
い
っ
ぱ
い

　

11
月
で
70
代
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
身
体
は
し
っ
か
り
下
り
坂

で
す
が
、
気
持
ち
は
登
り
坂
を
元
気

に
「
よ
い
し
ょ
」
と
い
い
な
が
ら
歩

い
て
い
け
た
ら
い
い
か
な
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
年
を
と
っ

て
行
く
に
つ
れ
最
後
に
「
た
」
の

付
く
言
葉
が
増
え
た
な
と
思
い
ま
す
。

『
友
達
と
会
え
た
」、「
食
事
が
食
べ

ら
れ
た
」、「
○
○
に
参
加
で
き
た
」

等
々
あ
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
「
た
」
の
字

が
増
え
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
い
つ
も
空
気
の
女 

70
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
70
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
今
月
も
市
報
が
で
き
た
」
私
に

も
「
た
」
の
字
が
あ
り
ま
し
た
。
気

持
ち
を
前
向
き
に
す
る
こ
と
は
大
切

で
す
ね
。
気
持
ち
に
つ
ら
れ
て
身
体

も
元
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
「
た
」

の
字
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
た
め
に

　

結
婚
し
て
志
布
志
を
離
れ
て
30
年

た
ち
、
10
年
前
に
志
布
志
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
見
て
い
た

ビ
ロ
ー
島
は
昔
の
ま
ま
で
し
た
が
町

並
み
は
変
わ
り
、
知
っ
て
い
る
人
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
大
崎
の
保
育
園
に
行
っ
て
い

ま
す
。
朝
夕
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
通

る
と
左
に
コ
ス
モ
ス
、
右
に
そ
ば
の

花
、
一
年
中
い
ろ
い
ろ
な
風
景
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

何
か
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
な
ー
、今
思
案
中
で
す
。

（
や
ー
姉
ち
ゃ
ん 

63
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
と
そ
ば
の
花
の
共
演
。

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
ね
。

　

や
ー
姉
ち
ゃ
ん
さ
ん
の
よ
う
な
、

ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
思
う
方
々
が
努

力
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
志
布
志
の

名
所
で
す
。
写
真
で
は
伝
え
き
れ
な

い
絶
景
を
見
逃
し
た
方
は
、
来
年
は

ぜ
ひ
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考のうえ掲

載します）。個別の回答はいたしま

せんので、ご了承ください。

S h i b u s h i  C i t y  P R S h i b u s h i  C i t y  P R

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。
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市役所からの大事なお知らせ
① 平成 2 8 年度保育所（園）入所申込みの受付を行います（福祉課 児童福祉係）

② 特認校生を募集しています（教育総務課　総務係）

③ 国民健康保険の高額療養費の手続について　（保健課　国民健康保険係）

④ ご当地ナンバープレートのデザインが決定しました　（税務課　ご当地ナンバープレート担当）

⑤ 凍結による畑かん給水装置の破損防止対策について（農政課　畑かん推進係）

S h i b u s h i  C i t y  P R

②

◆募集学年：平成 28年度　新１年生～６年生

◆募集期限： 平成 28 年２月 29日（月）まで

◆ 一日体験入学：各校一日体験入学を実施します。関心のある方は、ぜひ

ご参加ください。

●潤ヶ野小：１月 28日（木）

●田之浦小：２月 13日（土）

●森 山 小：１月 22日（金）

◆応募の方法：各小学校に資料を請求してください。郵送で必要書類等を送付します。

　申し込み手続きについては、教育総務課にお問い合わせください。

◆通学について：登下校は、市が委託したタクシーを利用します。

◆更新について：年度途中の入学はできません。一年更新ですが、更新は妨げません。

◆ＰＴＡ・行事への参加：ＰＴＡや各種行事には積極的に参加いただくことになります。

◆学校参観：事前に連絡を頂ければ、いつでも参観できます。

■問い合わせ先： 教育総務課　総務係　℡：472 - 1111（内線 145）

①

　福祉課では、平成 28年度保育所（園）入所申込みの受付を行います。
　平成 28 年 4月から入所希望のお子さんをお持ちの保護者の方は、保育所（園）の入所申込をしてくだ
さい。
　なお、入所申込書は平成 27年 12 月 21 日（月）より、志布志市役所本庁・各支所または市内各保育所（園）
にて配付いたします。

◆入所申込書の受付期間：平成 28年 1月 18日（月）～１月 29日（金）

　※土、日、祝日は除く９時～ 17時

　※ 保育所（園）の入所決定は先着順ではありません。

◆ 申込方法：市内各保育園、市役所本庁、各支所に準備している『子

ども・子育て支援新制度に係る支給認定申請書及び保育所入所申込

書』に必要事項を記入し、添付書類とともに、保護者が直接志布志

市に申し込んでください。

　※ 全ての必要書類が期限内に提出されない場合は、入所の審査対象

にはなりません。

　※ 期限内に提出できない場合は、受付期間内に必ずご相談ください。ご相談がなく、提出が遅れた場

合は、入所審査の際に優先順位が下がる場合がありますのでご留意ください。

◆ 添付書類：

●保育要件（保育の必要性）を証明できる書類（父・母の就業証明書等）

● 世帯全員の市県民税所得・課税証明書（平成 27年度）（※平成 27年１月１日に志布志市外に居住し

ていた方のみ必要）

◆ 保育所に入所できる基準：家庭外就労、家庭内就労（内職等）、母親の出産・病気や負傷、家庭の災害

等により児童の家庭保育ができない場合。

■受付・問い合わせ先：福祉課 児童福祉係　℡：474-1111（内線 174）
　　　　　　　　　　　松山支所 市民課 福祉係　℡：487-2111（内線 276）
　　　　　　　　　　　志布志支所 福祉課 福祉係　℡：472-1111（内線 203）

　潤ヶ野小学校、田之浦小学校、森山小学校は、小規模特認校（特認校）制度を活用しております。

　特認校制度とは、豊富な自然環境に恵まれた小規模校の特性を生かし、心身の健康増進、体力づくりと

ともに、学ぶ楽しさと豊かな人間性を培いたいと希望する保護者・児童の皆さんに離れた地域からでも特

別に入学を認める制度です。なお、特認校に通学できるのは、志布志、香月安楽小学校区内の児童に限ります。

　市内で一番小さな小学校で

す。少ない人数の中で、落ち着

いてじっくり学ぶことができます。

　また、一人ひとりの先生や友

だちとじっくり関わり合ってい

くことができます。

　だご花づくり、だご祭り、子

ども神楽など田之浦校区も一体

となり、学校の教育活動を温か

く支えてくださっています。

■資料請求、問い合わせ先：

　志布志市立田之浦小学校

　TEL：479-1618

　FAX：479-2100

　小規模校ならではの個に応じ

た指導、少人数指導によるつま

ずきの解消ができます。

　また、総合的な学習の時間や

緑の少年団等で四季を感じる・

意識させる活動が充実していま

す。豊かな自然を活かした梅、

銀杏、紫蘇、ブルーベリーの加

工などで、自然や自然のめぐみ

についての学習ができます。

■資料請求、問い合わせ先：

　志布志市立潤ヶ野小学校

　TEL：479-1314

　FAX：479-2063

　二学年同じ教室で学ぶ完全複

式学級です。直接指導・間接指

導を行うことで子どもたちは

「自学自習」の力が身に付きます。

　また、少人数のため個に応じ

たきめ細かな指導が可能です。

　小規模校ならではの俳句づく

り、森山太鼓、郷土芸能（てべし）

等の全校活動や異年齢集団での

活動が体験できます。

■資料請求、問い合わせ先：

　志布志市立森山小学校

　TEL：479-1616

　FAX：479-2165



　 　

■問い合わせ先：保健課　国民健康保険係　　℡：474-1111（内線 123 ～ 125）

③
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④

デザインを一般公募

　志布志市は、平成 28年 1月 1日に市制施行 10

周年を迎えます。これを記念して、まちの活性化

や観光ＰＲに役立てようとご当地ナンバープレー

トのデザインを一般公募により募集しました。

１次・２次選考、一般投票によりデザイン決定

　1次、2次選考を経て、最終選考に残った５点

の作品の中から、一般投票により工藤 奈都未さん

（宮城県）のデザインが選ばれました。

　一般投票は、10月16日 (金 )から10月30日 (金 )

まで市役所本庁、各支所など市内 11か所の投票所

とインターネット投票によって行われ、投票総数は

724 票でした。

10 周年記念式典で交付式を行います　

　決定したデザインを基にナンバープレートを作

成し、平成 28年 4月 24日（日）に実施予定の市

制施行 10周年記念式典において交付式を行う予

定です。

●最優秀賞：工藤  奈都未さん（宮城県）

●優秀賞：田中  久利さん（愛媛県）

　　　　　　唐重  慎太郎さん（大阪府）

　　　　　　尾浦  孝夫さん（神奈川県）

　　　　　　笹井  五月さん（山口県）

最優秀賞に選ばれた工藤 奈都未さんの作品

⑤

◆給水栓バルブ：使用しないときは必ず閉めてください。

◆フィルター部水抜きバルブ：使用しないときは必ず開けてください。

◆止水バルブ：使用しないときは必ず開けてください。

◆圧力計水抜きバルブ：使用しないときは必ず開けてください。

※バルブは半分程度開けていただきますようお願いします。

■畑かん事業に関する問い合わせ先：農政課畑かん推進係   　℡：474-1111( 内線 431)　　県畑かんセンター　 　℡：482-2547
    松山支所産業建設課　   ℡：487-2111( 内線 232)　　曽於東部土地改良区　  ℡：487-2986
    志布志支所産業建設課　℡：472-1111( 内線 412)　 　曽於南部土地改良区　  ℡：471-0171

　被保険者が医療機関に支払った自己負担額（保険適用内分）が自己負担限度額を超えた場合、申請に

より、その超えた額が高額療養費として払戻しされます。

◆高額療養費払戻しの流れ

　該当者には、国民健康保険係から高額療養費申請について案内通
知を郵送しますので必要書類をご持参の上、市役所窓口で手続を
行ってください。
●必要書類： 通知書・申請書・印鑑・領収書・保険証・預金通帳
※ご注意ください※
 ● 高額療養費の案内通知は、受診月から最短でも３か月かかります。
「領収書」が必要になりますので、大事に保管しておいてくださ
い。（「領収書がないと高額療養費の払戻しができない場合があり
ます。）
● 一部負担金の精算に時間がかかったり、病院から審査機関への提
出が遅れたり（月遅れ）して、案内通知が遅くなることがあります。
● 診療を受けた月から６か月以上を経過しても通知がない場合は、
ご連絡ください。
● 高額療養費のお支払い期限（時効）は、診療年月から２年となっ
ています。

◆自己負担額の計算方法

●月の初日から末日までを１か月として、月ごとに計算します。

●医療機関ごとの自己負担額を、入院・外来・歯科別に計算します。

●入院時の食事代・室料・病衣代・雑費等は保険適用外のため、対象外です。

◆高額療養費の自己負担限度額

　医療費が高額になったときの自己負担限度額は、前年の総所得金額等により異なります。年齢に応じ

て次の各表でご確認ください。

【70 歳未満】

【70 歳以上 75 歳未満】

区　　分 過去 12 か月間の支給回数
3回目まで 4回目以降

所得 901 万円超 252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）×１％ 140,100 円
所得 600 万円超、901 万円以下 167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）×１％   93,000 円
所得 210 万円超、600 万円以下   80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％   44,400 円

所得 210 万円以下 57,600 円   44,400 円
市民税非課税世帯 35,400 円   24,600 円

区　　分 外来（個人ごと） 入院+外来（世帯ごと）

市民税課税世帯 現役並み所得者 44,400 円 80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％
一般 12,000 円 44,400 円

市民税非課税世帯 低Ⅱ   8,000 円 24,600 円
低Ⅰ   8,000 円 15,000 円

　　　 １月に病院を受診し高額療養
費に該当した場合

病院等受診１
月

２
・
３
月

４
月

審　査

通知発送（10 日前後）
月末払申請期限
（17 日前後）
月末支払い
（17日前後受付分まで）

例

　例年、冬季に凍結による畑かん給水装置の破損が相次いでおります。凍結による破損防止ため、装置

内の水抜きを行うほか、装置全体を布等でくるむ等の対策を行ってください。

　なお、凍結による破損につきましては、使用者負担での修復となりますので、ご注意ください。

　

こ
の
た
び
は
最
優
秀
賞

に
お
選
び
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
見
た
人
が
よ
り

志
布
志
市
が
好
き
に
な
っ

て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

■問い合わせ先：税務課　ご当地ナンバープレート担当
　　　　　　　　℡：474-1111（内線 142）



真
打
競
演
視
聴
者
募
集

　

平
成
28
年
２
月
14
日
、
18
時

30
分
か
ら
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
「
真
打
ち
競
演
」

を
実
施
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
入

場
整
理
券
（
無
料
・
１
枚
で
２

人
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

　

郵
便
往
復
は
が
き
に
次
の
必

要
事
項
を
明
記
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
記
入
事
項
：

●
往
信
用
裏
面
：
①
郵
便
番
号　

　

②
住
所　

③
名
前　

④
電
話
番
号

● 

返
信
用
表
面
：
①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏
名

※ 

返
信
用
裏
面
に
は
何
も
記
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
締
切
：

　

平
成
28
年
１
月
25
日
（
月
）
必
着

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
：

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係　

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
３
）

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第

1
学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間
：

●
平
成
28
年
2
月
29
日
ま
で（
第
１
回
）

●
平
成
28
年
３
月
20
日
ま
で（
第
２
回
）

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。（
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
：

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

「
パ
ソ
コ
ン
・
実
務
科
」
職
業

訓
練
受
講
生
募
集

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
等
を
基
本
操
作
か
ら
職
場

で
活
用
で
き
る
実
践
的
な
ス
キ
ル

ま
で
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
販
売

管
理
技
術
、
簿
記
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
も
学
習
し
、
幅
広
い
職
種
で

の
再
就
職
に
必
要
な
能
力
を
習
得

で
き
ま
す
。

◆ 

訓
練
期
間
：
平
成
28
年
2
月
18

日
（
木
）
〜
5
月
17
日
（
火
）

◆ 

場
所
：
㈱
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

　

志
布
志
町
志
布
志
3
‐
16
‐
8

　

℡
：
４
７
２
‐
５
０
２
０

◆ 

対
象
者
：
再
就
職
を
目
指
す
人

◆ 

募
集
定
員
：
24
人

◆ 

募
集
期
間
：
12
月
８
日
（
火
）

〜
平
成
28
年
1
月
19
日
（
火
）

◆ 

受
講
料
等
：
無
料
（
た
だ
し
、

教
材
費
１
４
４
１
８
円
が
必
要
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

【
事
業
者
の
皆
様
へ
】

平
成
28
・
29
年
度
入
札
等
参
加
資

格
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

市
の
実
施
す
る
入
札
等
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
資

格
審
査
の
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
申
請
書
類
提
出
要
領
等

詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
区
分
及
び
受
付
期
間

● 
建
設
工
事
：（
市
内
業
者
と
市

外
業
者
で
受
付
期
間
が
異
な
り

ま
す
。
ご
留
意
く
だ
さ
い
。）

【
市
内
業
者
】

　

平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）
〜

　

２
月
12
日
（
金
）

【
市
外
業
者
】

　

平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）
〜

　

３
月
４
日
（
金
）

●
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等

　

平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）
〜

　

３
月
４
日
（
金
）

●
物
品
購
入
等

　

平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）
〜

　

３
月
４
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
17
時
到
着
分
ま
で
受
付

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

財
務
課　

契
約
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
４
２
・
２
４
５
）

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
ん
で
い

る
家
族
の
つ
ど
い

　

問
題
解
決
の
第
一
歩
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
や
依
存
症
に
つ
い

て
正
し
く
知
る
こ
と
で
す
。
あ
な
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Information＆Event
お知らせ

Shibushi
Information

見逃せない情報がいっぱい！

た
は
決
し
て
一
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。互
い
に
学
び
合
い
、語
り
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
：
平
成
28
年
１
月
22
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
（
要
予
約
）

◆ 

場
所
：
大
隅
地
域
振
興
局
１
階

◆ 

内
容
：「
家
族
の
回
復
ス
テ
ッ

プ
12
」
の
メ
ン
バ
ー
と
語
り
合

お
う
！

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
地
域
振
興
局

　

地
域
保
健
福
祉
課 

地
域
支
援
係

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
１
２
４

う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意

　

県
内
に
お
い
て
う
そ
電
話
詐
欺

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
警
察
署
管
内
で
も
「
昨

年
の
法
改
正
に
伴
い
４
万
９
千
円

を
給
付
し
ま
す
」
な
ど
と
市
役
所

職
員
を
か
た
る
電
話
が
あ
り
、
そ

の
後
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操
作
を
指
示
さ

れ
た
と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操

作
を
指
示
し
た
り
、
お
金
や
通
帳

を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き

や
電
話
で
お
金
を
要
求
さ
れ
た
と

き
は
、
志
布
志
警
察
署
ま
た
は
最

寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
警
察

署
・
志
布
志
地
区
防
犯
協
会

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
１
０

か
ご
し
ま
就
農
・
就
業
相
談
会

　

農
業
等
の
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
に
就
農
・
就
業
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
：
平
成
28
年
１
月
16
日（
土
）

　

10
時
〜
16
時

◆ 

会
場
：
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー

※ 

予
約
は
不
要
で
服
装
も
自
由
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
無

料
の
参
加
者
バ
ス
ツ
ア
ー
（
鹿

屋
農
高
に
9
時
30
分
集
合
、
16

時
40
分
に
帰
っ
て
く
る
予
定
）

も
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先
：
公
益
社
団
法
人

　

鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
１
３
‐
７
２
２
３

申
告
相
談
会
場
等
の
ご
案
内

　

大
隅
税
務
署
で
は
申
告
相
談
会

場
及
び
税
理
士
会
に
よ
る
確
定
申

告
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
会
場
内
で
作

成
・
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作

成
し
、
印
刷
し
て
郵
便
ま
た
は
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆ 

場
所
：
大
隅
税
務
署
（
曽
於
市

大
隅
町
岩
川
６
４
９
１
番
地
２

合
同
庁
舎
（
国
）
４
階
）

◆ 

期
間
：
平
成
28
年
２
月
16
日（
火
）

　

〜
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

　
（
た
だ
し
、
土
、
日
は
除
く
。）

◆ 

受
付
時
間
：
９
時
か
ら
16
時
ま
で

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
大
隅
税
務
署

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

　

※
自
動
音
声
案
内

感
電
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

電
線
の
近
く
で
は
次
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆ 

凧
上
げ
は
、
電
線
か
ら
十
分
に

離
れ
た
広
い
と
こ
ろ
で
し
ま

し
ょ
う
。

◆ 

切
れ
た
電
線
に
は
、
絶
対
に
触

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

電
柱
・
鉄
塔
に
は
、
絶
対
に
昇

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

凧
な
ど
が
電
線
に
か
か
っ
た
場

合
や
、
切
れ
た
り
垂
れ
下
が
っ

た
電
線
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

絶
対
に
近
づ
か
ず
、
最
寄
り
の

九
州
電
力
営
業
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

　

℡
：
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
６

犬
・
猫
里
親
さ
が
し
の
会

　

不
幸
な
犬
や
猫
が
い
な
く
な
り
、

殺
処
分
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
を
さ
が
し
た
い
方
、
里
親

を
希
望
さ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
平
成
28
年
1
月
10
日（
日
）

　

11
時
〜
15
時

◆ 

場
所
：
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま
志
布
志
店
駐
車
場

◆
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
：

● 

終
生
、
家
族
と
し
て
大
切
に
世

話
し
て
く
だ
さ
る
方

● 

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
数
料
千
円
が
発
生
し
ま
す
。

● 

不
幸
な
犬
や
猫
を
な
く
す
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
不
妊
・
去

勢
手
術
が
必
要
で
す
。
手
術
の

済
ん
で
い
な
い
子
の
里
親
さ
ん

に
は
、
犬
1
万
円
、
猫
5
千
円

の
預
か
り
金
を
い
た
だ
き
、
手

術
終
了
後
に
お
返
し
し
ま
す
。

● 

里
親
希
望
の
方
は
身
分
証
明
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
希
望
の
方
に
は
面
談
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

犬
猫
と
共
生
を
め
ざ
す
会
・　

わ
ん
に
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３
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水 道 修 繕 当 番 店

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな
いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場
合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた
水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

■問い合わせ先：水道課 工務係　℡：472-1111（内線 263）

◆有明地区

12 月６日～ 12 月 12 日 西江建設 ℡ 474-2113

12 月 13 日～ 12 月 19 日 山中水道 ℡ 474-1440

12 月 20 日～ 12 月 26 日 池崎建設 ℡ 475-2068

12 月 27 日～ 12 月 28 日 郡山工業 ℡ 475-0008

12 月 29 日 西江建設 ℡ 474-2113

12 月 30 日 山中水道 ℡ 474-1440

12 月 31 日 池崎建設 ℡ 475-2068

１月１日 郡山工業 ℡ 475-0008

１月２日 西江建設 ℡ 474-2113

１月３日 山中水道 ℡ 474-1440

１月４日～９日 西江建設 ℡ 474-2113

１月 10 日～１月 16 日 山中水道 ℡ 474-1440

１月 17 日～１月 23 日 池崎建設 ℡ 475-2068

◆志布志地区

12 月８日～ 12 月 14 日 高吉組 ℡ 472-0721

12 月 15 日～ 12 月 21 日 崎田建設 ℡ 473-0050

12 月 22 日～ 12 月 28 日 志布志水道 ℡ 472-3540

12 月 29 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

12 月 30 日 崎田建設 ℡ 473-0050

12 月 31 日 志布志水道 ℡ 472-3540

１月１日 山本組 ℡ 472-1101

１月２日 高吉組 ℡ 472-0721

１月３日 宮崎水道 ℡ 472-1081

１月４日 崎田建設 ℡ 473-0050

１月５日～ 1月 11 日 山本組 ℡ 472-1101

１月 12 日～ 18 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

◆松山地区

12 月 イケダ ℡ 487-8771

12 月 28 日 今井水道 ℡ 487-8868

12 月 29 日 大迫建設 ℡ 487-2058

12 月 30 日 加世田建設 ℡ 487-2057

12 月 31 日 佐藤建設 ℡ 487-2049

１月 今井水道 ℡ 487-8868

１月１日 半下石建設 ℡ 487-8706

１月２日 イケダ ℡ 487-8771

１月３日 今井水道 ℡ 487-8868

１月４日 大迫建設 ℡ 487-2058

　　 一
かずき

希 ちゃん 　　 姫
ひめか

華 ちゃん 　　 海
かいと

都 ちゃん 　　 大
やまと

和 ちゃん　　 寿
じゅらい

頼 ちゃん

　　 梨
りんか

花 ちゃん 　　　歩
あゆむ

 ちゃん 　　 大
だいと

翔 ちゃん 　　 大
たいが

河 ちゃん　　 壮
そうすけ

亮 ちゃん

　　 駿
しゅんすけ

介 ちゃん 　　 結
ゆ あ

愛 ちゃん 　　 颯
そうし

志 ちゃん 　　 舞
ま お

央 ちゃん

　　 千
ちゆめ

夢 ちゃん　　 海
かいと

斗 ちゃん 　　 まゆり ちゃん 　　 晴
せいたろう

太郎 ちゃん 　　 奈
な な み

々美 ちゃん

　　 悠
ゆうせい

晟 ちゃん　　 直
なおき

樹 ちゃん 　　 望
の あ

愛 ちゃん

　　 吉
よしと

人 ちゃん

交
通
事
故
に
係
る
弁
護
士
相
談

　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を
対

象
に
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
平
成
28
年
2
月
24
日（
水
）

　

13
時
〜
15
時

◆ 

場
所
：
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿

屋
支
所
（
鹿
屋
市
打
馬
2
‐
16

‐
6 

大
隅
地
域
振
興
局
１
Ｆ
）

◆
相
談
料
：
無
料

◆
申
込
期
限
：

　

平
成
28
年
2
月
17
日
（
水
）
ま
で

※ 

交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
相
談

は
、
県
の
休
日
を
除
く
月
〜
木

曜
日
の
9
時
か
ら
15
時
30
分
ま

で
常
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

（
面
接
、
電
話
、
郵
便
等
で
相

談
で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
：

　

県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９
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広
告

「市報しぶし」に 広告を載せませんか？
http://www.city.shibushi.lg.jp/www/contents/1273623692577/index.html

詳しくはコチラ！ →

広
告

広
告

　

毎
年
春
と
秋
に
、
天
皇
、
皇
后
が
主
催
す
る

園
遊
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
、
そ
の
時
々
の
話
題
性
の
あ
る
方
が

天
皇
陛
下
か
ら
お
言
葉
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
様
子

を
見
て
、『
あ
ぁ
、
今
年
も
こ
の
時
期
が
き
た
な
ぁ
』

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
今
年
の
秋
の
園
遊

会
に
私
が
ご
招
待
を
受
け
ま
し
た
。
3
か
月
ほ
ど

前
に
事
前
の
ご
案
内
が
あ
り
、
1
か
月
程
前
に
正

式
な
招
待
状
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
出
席
者

の
発
表
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
か
ら
は
県
議
会
議
長

と
鹿
児
島
大
学
学
長
と
私
の
3
人
で
し
た
。
そ
の

発
表
を
見
て
、
ど
う
し
て
自
分
が
選
ば
れ
た
の
だ

ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
他
の
お
二
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
活
躍
さ
れ
、
ご
功
績
の
あ
る
方
で
す

が
、
自
分
が
そ
の
よ
う
な
方
々
と
同
じ
よ
う
に
選

ば
れ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
思
い
も
よ
ら
な
い
恐

悦
至
極
の
出
来
事
で
し
た
。

　

園
遊
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
各
国
務
大
臣
、

衆
参
両
院
議
長
等
の
主
な
国
会
議
員
の
ほ
か
、
各

界
を
代
表
す
る
方
や
、
そ
の
時
々
の
著
名
人
が
選

ば
れ
、
配
偶
者
と
一
緒
に
ご
招
待
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
市
町
村
の
首
長
、
議
長
も
対
象
に
な
っ

て
お
り
、
た
ま
た
ま
私
が
そ
の
順
番
に
当
た
っ
た

の
か
な
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
志
布

志
市
長
と
し
て
の
ご
招
待
で
す
の
で
、
市
を
代
表

し
て
お
招
き
を
お
受
け
し
た
次
第
で
す
。
こ
の

よ
う
な
名
誉
あ
る
お
招
き
が
あ
っ
た
の
は
、
志
布

志
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
本
当
に
元
気
で
話
題
が
豊

富
で
あ
り
、
そ
し
て
、
市
民
が
一
致
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
す
な
わ
ち
市
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
お
か
げ
で

す
。
あ
ら
た
め
て
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

園
遊
会
は
、
11
月
12
日
に
赤
坂
御
苑
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
２
千
名
を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
と
妻
は
、
天
皇
陛
下
を
は

じ
め
皇
族
の
方
が
歩
ま
れ
る
１
km
近
く
の
コ
ー
ス

の
中
で
、
多
く
の
方
が
集
ま
る
場
所
を
避
け
、
少
し

離
れ
た
終
点
に
近
い
と
こ
ろ
で
待
ち
ま
し
た
。
そ
こ

は
、
20
ｍ
ほ
ど
参
列
者
の
列
が
途
切
れ
、
次
の
集
ま

り
の
先
頭
で
し
た
。
そ
の
場
所
が
幸
い
し
、
天
皇
陛

下
、
皇
后
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
、
秋
篠
宮
殿
下
、
妃

殿
下
そ
れ
ぞ
れ
が
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
見
て
、「
志
布
志
か

ら
で
す
か
。」
と
や
さ
し
く
お
尋
ね
に
な
り
、「
は

い
、
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
志
布
志
か

ら
参
り
ま
し
た
。
志
布
志
の
こ
の
地
名
は
、
第
38
代

天
智
天
皇
が
お
与
え
下
さ
っ
た
地
名
で
あ
り
ま
す
。」

と
志
布
志
の
地
名
の
由
来
も
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ず

う
ず
う
し
く
も
皇
族
そ
れ
ぞ
れ
に
、
お
話
申
し
上
げ

た
人
は
、
お
そ
ら
く
他
に
い
な
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
隣
に
は
前
都
城
市
長
で
現
参
議
院
議
員
の
長
峯

さ
ん
ご
夫
妻
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
私
の
応

え
ぶ
り
を
見
て
あ
き
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

重
ね
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
変
名

誉
あ
る
、
ま
た
誇
り
と
な
る
場
に
お
招
き
い
た
だ
い

た
の
は
、
志
布
志
市
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
年
末
を
迎
え
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

体
に
気
を
付
け
て
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
良
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

交通事故発生状況

 平成27年 10月末現在累計（Ｈ27年１月～10月）

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 6,557【-370】 145【+12】

死者数 79【-17】 1【-2】

傷者数 7,810【-294】 184【+26】

　　  ※【　】は昨年比

広
告

市営住宅空き家情報【松山地区】
●城西団地１８５号　３Ｋ　公営住宅
　世帯向け長屋　家賃　8,800 円～（所得制限あり）
●馬場団地２１９号　３Ｋ　公営住宅
　世帯向け長屋　家賃　10,300 円～（所得制限あり）
●松山団地１８７号　３ＤＫ　公営住宅
　世帯向け３階建て　家賃　16,000 円～（所得制限あり）
●松山団地２８３号　４ＤＫ　特賃住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　37,000 円（所得制限あり）
●西之原団地３０４号　２ＤＫ　市単住宅
　単身向け２階建て　家賃　20,000 円（所得制限なし）
●桜山団地３３３号　３ＤＫ　公営住宅
　世帯向け３階建て　家賃　13,300 円～（所得制限あり）
●さゆり団地７２１号　４ＤＫ　特賃住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　37,000 円（所得制限あり）
●中原団地７１１号　２ＤＫ　市単住宅
　単身向け２階建て　家賃　20,000 円（所得制限なし）
　空き状況は変わることがあります。また、住宅ご
とに入居要件が異なりますので、最新の空き状況と
併せて入居要件の詳細については、松山支所産業建
設課管理係までお問い合わせください。
　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）
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12 月
10 日 木

●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

11 日 金

12 日 土

13日 日

14日 月

15 日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）
●法律相談 ※１
　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）

16 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館※２）

17 日 木

●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  安楽地区公民館）
　※はぐくみスタッフが巡回します。
●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５Ｆ会議室）

18 日 金

19 日 土

●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30 やっちくふれあいセンター）
●藤村忠寿『志布志どうでしょう』講演会
　（19：00 ～ 20：30  志布志市文化会館）

20日 日

21 日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

22 日 火

23日 水
●wind orchestra foret クリスマスコンサート
　（14：00 ～ 16：00 志布志市文化会館）

24 日 木
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

25 日 金

26日 土

27日 日

28日 月

29日 火

30日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

31 日 木

 ●げんき市【丼や和華のとなり】
　  毎週木・金曜日（８時 30 分～15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】
　  12 月 12 日、12 月 24 日
　  １月３日、１月 17 日、1月 29 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】
　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は25ページをご覧ください】

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　有明地区公民館は旧農村環境改善センターです。
※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。

１月
１日 金

２日 土

３日 日

４日 月

５日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）
●法律相談 ※３
　（13：00 ～ 15：00  本庁３Ｆ会議室）

６日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館※２）

７日 木

８日 金

９日 土

10日 日

11 日 月

12 日 火

13日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

14 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

15 日 金

16 日 土
●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30 やっちくふれあいセンター）

17 日 日

　

今
年
最
後
の
市
報
し
ぶ
し
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
▼
11
月
は
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

だ
っ
た
の
で
、
今
月
の
市
報
は
い
つ
も

よ
り
少
し
厚
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ペ
ー
ジ
が
多
く
な
る
と
私
の
作
業
ス
ピ
ー

ド
で
は
追
い
付
か
な
く
な
り
、
こ
れ
を
書

い
て
い
る
今
現
在
は
空
白
が
ち
ら
ほ
ら
。

話
題
が
多
く
て
う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。
▼

来
年
も
空
白
の
な
い
市
報
し
ぶ
し
を
皆
様

の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

▼
志
布
志
市
は
も
う
す
ぐ
合
併
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
十
年
ひ
と
昔
と
言
い
ま
す
が
、

個
人
的
に
は
合
併
は
最
近
の
こ
と
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
が
歳
を
重
ね
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
▼
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
冬
に
な
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
十

分
に
気
を
付
け
て
良
い
お
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。（
持
留
）
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